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中欧論
第且車 多言語 ｡ 多文化杓地域として の 中欧
披 じめに
前田 彰 一
ミ ラ ン ･ ク ンデラ 臥 ク ロ ア チ ア の 作家ミ ロス ラ フ ･ クル レ ジャ をヨ - ゼ フ 4 ロ ー トと
ともに ｢卓越せ る中央 ヨ ー ロ ッ パ 人+ と呼んで い るo しかし両者の思想的内実はま っ たく
対照的に異な っ て い る o ロ ー トが､ 憶慣と郷愁と願望をこ めて フ ラ ン ツ ｡ ヨ - ゼ フ 皇帝と
オ ー ス トリ ア帝国を眺めて い たの に対し､ クル レジ ャ にと っ て 臥 中欧統 一 体 の理 念の体
現者とされる フ ラ ン ツ ･ ヨ - ゼ フ 皇帝臥 超民族的 ユ - トピ ア 国家を装う支配暴力体制の
象徴的存在以外の なにも の で も なか っ た o 1) こ の よう に彼らの提示する皇帝像杖全く対
照的で あるo 前者が描く皇帝 臥 一 個 の個性として悲劇的な人間性を帯びて い るの に対 し
て､ 後者の それ はあ らゆる個性が削ぎ落とされた滑稽な木偶の 坊で しかない ｡
中欧とい う概念を規定するの は大変難 しい o ク ン デ ラは 『プ ラ ハ モ デルネ』 とい う ア ン
ソロ ジ - の序文で ､ その理 由と して次の ような難点を挙げて い る o
(1) 自然地理的な境界がは っ きり しない ｡
(2) 中心が複数あり､ それ ぞれの中心からの パ ー ス ぺ クテ ィ ヴが異なる (たとえば
ウィ ー ンか らの パ ー ス ベ タテ ィ ヴ 臥 ブダ ペ ス トからの パ ー ス ぺ クテ ィ ヴとは
根本的に異なる) 0
(3) 一 つ の 中心 に全体がまとまろうとしない ｡ ハ ブ ス プルク の 宮廷 や 一 部の 知識人
を除い て ､ 中央ヨ ー ロ ッ パ 人が 一 つ の中央ヨ ー ロ ッ パ を望まなか っ た.
(4) 言語的に多様で ある｡ しかも互 い に系統の異なる言語が併存して い る (ク ロ ア
チ ア語やチ ェ コ 語な どはス ラ ヴ語系､ ハ ン ガリ ー 語は フ ィ ン ･ ウゴ ル語系､ ド
イ ツ語はゲル マ ン語系､ ル ー マ ニ ア語は ロ マ ン ス 語系な ど) 0 2)
しか しク ンデ ラ臥 こ の よう な難点があるからとい っ て ､ 中欧とい う概念が存在しない
という こ と にはならない と述べ て い る o 彼 臥 ある エ ッ セイ の中で ､ 中欧とは ｢共通 の大
きな状況+ で あると規定して い る o フ ラ ンス 在住 の反体制作家で ありチ ェ コ 人で あるク ン
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デ ラ 臥 中欧を独自の文化的な共同体と して捉え､ 次の よう に述べ て い る ｡ ｢中欧臥 そ
の政治的な弱きにもかかわらず､ 今世紀の初めに は最大 の文化 の中心で あ っ た｡ フ ロ イ ト
や マ ー ラ ー の 町ウィ ー ン の 意義は ､ 今 日認 められて い る. しか しウィ ー ン の ユ ニ ー クさと
重要性臥 中欧の文化に参加 しそれを創造的に豊かに した他の 国々や 町々 とい う背景なし
で は､ 理解 しえな い も の で あ る｡ + 3)
そして さらに こうも述 べ て い る o ｢中欧は ､ 政治的な境界に よ っ て で はなく､ 偉大 な共
通 の体験に よ っ て の み ､ 限定 し確定で きる の で あるo その 共通 の体験 こ そ ､ 諸民族を再び
統合し､ たえず変化する想像上の境界た沿 っ て ､ 彼 らを常に新しい道 の 上 に束ねる の で あ
る o その 境界とは､ 同 じ思 い 出､ 同じ問題と対立､ 同 じ共通 の 伝統をも つ 領域の境をなす
もの で あ る o + 4) こ う して ､ 数世紀にわた っ て 培われ て きた共通 の 記憶が､ 中欧の 人々
を精神的に強く結び つ けて い た の で ある｡ こ の 意味で中欧という概念は､ ただ知識人の頭
の中に､ そ の過去 の共通 の記憶の 中に の み存在するとい っ て も過言で はな い ｡
ハ ン ガリ ー の作家ジ ェ ル ジ ュ ｡ コ ン ラ ドも､ 19 8 4年に出版された 『反政治』 の 中で
中欧復活論を説い て い る o こ の 書物 臥 東西を通 じて最初の 《中欧》復活論であるとい う
点で先駆的な意義をも つ と同時に､ ゴル バ チ ョ フ の ペ レス トロ イ カに よ っ て 触発された東
欧自由化運動よりも前に世に出たと いう点で も ､ 画期的な意義を有して い る｡ ｢中欧人+
たるコ ン ラ ドに と っ て ､ ヨ ー ロ ッ パ の特質は ｢文化的な多様性+ にあ るが､ ヤル タ体制に
よる ｢二 極性+ 乱 文化的多様性に相応する ｢政治的な多様性+ の 実現を阻んだ の で あ
るo そレて彼臥 ｢中欧諸民族の自発的な､ 主権に基づく､ 民 主 ･ 社会主義的な連合+ を
訴えながら､ ヤル タ体制 の解体とそ れ に代わる政治的 ･ 文化的 ｢多中心主義+ を説く｡ ま
た彼乱 国家権力で はなく､ 都市文化の統合に よ っ て こ そ《中欧》 の復活が可能にな ると
主張するが､ こ れは い か にも作家らしい提言と い える だろう. つ ま り､ ウィ ー ン ､ ブダ ペ
ス ト､ プ ラハ ､ ベ オ グラ ー ド､ ク ラク フ な どの 中欧都市が､ 共通の ｢中欧精神+ によ っ て
有機的に結ばれ ､ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の ネ ッ トワ ー ク を組織するほうが､ 国家の統合より
もはるかに実現の 可能性が高 い と彼は考える の で あ るo 5) 1 98 9年以降の東欧の大
変革により状況はす っ か り変わ っ て しま っ たもの の ､ コ ン ラ ドの 言には い ま だなお傾聴す
べ きもの がある とい っ て よい だろう.o
中欧臥 その境界を定義するの は非常に難しく､ またその概念も時代とともに変わ っ て
きて い るが､ しか しそ の概念の存在を､ 少なくともその精神的意義を否定する こ とも､ ま
た同様に困難で あると い っ て よい だろう｡ 本稿臥 《中欧》 という地理的 ･ 文化的空間を
さまざまな視点から考察する試み で あるo 筆者自身の内部で も まだま とま っ た《中欧》概
念な い しイメ ー ジが形成されて い るわけで 辻な い が ､ 試行錯誤的な試みを通じて､ 多様な
言語 ･ 文化によ っ て織り成される《中欧》の実像と虚像にで きる だけ迫 っ て み たい ｡
8 8
且 ｢中欧J と い う概念
｢中欧+ とい う概念臥 決 して地理的に厳密に定義された恒常的な空間を意味するも の
で はな い o その 概念 臥 そ の 時々 の ､ とりわけ ユ9世紀および 2 0世紀の政治的情勢に
よっ て 多様に変わりうるも の で あ っ たo 仮想の地 理的概念で あ るとともに現実 の地理的領
域をも意味する こ の ｢中欧+ と い う概念臥 中央 ヨ ー ロ ッ パ に おける時代の政 酬 ぃ 精神
的潮流に よ っ て 常に線引きが変更され､ そ の 領域が拡大されたり､ 縮小 された りして きた
のであ っ た｡
｢中欧+ (M itteleu r opa)と い う概念がドイ ツ 語に導入されたの 臥 19 14年の フ
リ ー ドリ ヒ ｡ ナウマ ン の テ ー ゼをめ やる論争を通 じて で あ っ たo ｢中欧+ とい う概念 臥
その当時披1 9 3 8年の オ ー ス トリ ア の第三帝国 へ の ｢併合(Ans chlu路)+ に象徴きれ る
ような大 ドイ ツ主義的なイデオ ロ ギ ー に刻印され たも の であ っ た o それは悪名高い ｢東方
にお ける ドイ ツ人 の 生活圏+ と い う 理論と包括び つ い たも の で あ り､ 同時に ロ シ ア に 向
かっ て の拡張欲を表現したも の で もあ っ たo こ の よう な理由から､ ｢中欧+ 概念は今日の
多くの ドイ ツの歴史家や知識人たちに嫌悪されるの で あるo したが っ て そ の ような過去 の
忌まわ しい 思い 出を払拭する ため に､ より中立的な概念で ある ｢東中部ヨ ー ロ ッ パ+
(ostmittele ur opa)か､ あ るい は ｢中央 ヨ ー ロ ッ パ+ (zentr ale u r opa)とい う表現が用
い られ る場合がある｡ 6)
い ずれ に して も､ 1 9 1 5年に出版された フ リ ー ドリヒ ･ ナウマ ン の著書 『中欧』 臥
ドイ ツ人 の 中欧もしくは東中部ヨ ー ロ ッ パ に対する関係を跡づ ける精神史の試み と して理
解する こ とがで きるo ナウ マ ン 臥 中世の神聖 ロ ー マ 帝国時代にお ける ドイ ツ人 の ｢束方
植民+ の初期にまセ遡 っ て記述しながら､ そ れに弓悼続い て 1 8､ 1 9世紀にお ける ハ ブ
ス ブル ク帝国の歴史とプ ロ イセ ン ･ オ ー ス トリア の ライ バ ル関係にまで論及して い る｡ し
たが っ て ナウ マ ン は世紀転換期における大ドイ ツ主義的帝国主義とい う理念の枠をはるか
に越えて､ ｢中欧+ という概念その もの を初め て根本的な立場から検討する こ とがで きた
のであ っ たo ナウ マ ン以前には ｢中欧+ とい う概念は､ い まだ明確な形姿をと っ た こ とは
なく､ 1 9 15年の ナウ マ ン の著書による ｢中欧+ 概念の地政的 ･ 歴史的解釈をま っ て初
めて ､ ｢中欧+ は真面目な論議の対象にな っ たとい っ て よい ｡
リベ ラ ル な政治活動家で あ っ たナ ウマ ン 臥 ドイ ツ､ オ ー ス トリ ア ､ ハ ンガリ ー を中心
地域とする中欧連邦とい う考え方を提唱するo 民族主義的なドイ ツ の覇権という思想に対
して､ 彼は統合された地域民族主義という考え方を対置する｡ そ して次の ように言う｡
｢そして こ れ らすべ ての も の の 上 に ､ すなわ ち ドイ ツ人､ フ ラ ン ス 人､ デ ン マ ー ク 人､
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ポ ー ラ ン ド人 からなるドイ ツ帝国人民 の 上に ､ ある い は マ ジャ ー ル 人 ､ ドイ ツ人 ､ ル ー マ
ニ ア 人､ ス ロ ヴア キア人､ ク ロ ア チア 人 ､ セ ル ビ ア 人からなる ハ ン ガリ ー 国民 の 上 に ､ あ
るい は ドイ ツ人 ､ チ ェ コ 人 ､ ス ロ ヴ ァ キ ア 人､ ポ ー ラ ン ド人 ､ 南ス ラ ヴ人 からなるオ ー ス
トリア国民の 上 に ､ われ われ はもう ー 度《中欧〉 とい う上位概念を考えるの で あ る ｡ 中欧
の核心 披､ ドイ ツ的なもの となるで あ ろう｡ 中欧は､ 自ずから ドイ ツ語という世界語 ｡ 伝
達語を用 い るで あろうが､ 利 害をとも に するす べ て の近隣諸言語に対して譲歩と柔軟性を
示さなくて 披な らな い ｡ なぜ ならば､ ただそうす る こ とに よ っ て の み ､ あ らゆる面で 闘争
しせ めぎ合 っ て い る大国家に と っ て 必 要 な大い なる調和が育まれうるからで ある ｡ + 7)
統合の 思想 の ため に必要な連帯と中欧における調和を達成するため に ､ ナウマ ン は連邦的
な文化政策を提言し､ 信仰や言語や教育制度の 問題は個々 の国々 に まかされ ､ それぞれ の
国で解決されなければならない と主張 して い るが ､ こ の発言に見られる論調は､ 依然 とし
て支配言語たるドイ ツ語の優勢､ そ して ドイ ツ民族的要素の優位で あ る｡ こ こ に見られ る
よう な東ヨ ー ロ ッ パ にお け る ドイ ツ人 とオ - ス トリ ア 人の特別な役割と い う根強い信念
は､ 中世におけ る ドイ ツ人 の 東方植民 に結び つ くも の で あると共に､ 中欧が歴史的にドイ
ツ経済の市場で あ っ たとい う実利的な背景に も基づ い て い る ｡-
ナ ウマ ン的な中欧理念は､ 多民族国家オ ー ス トリア 4 ハ ンガリ ー 帝国の 崩壊ととも に ､
また 1 9 1 9年の ドイ ツ の 瓦解ととも に ､ 実体 の な い もの とな っ た ｡ ともあれ ナウ マ ンの
理念は ､ ヨ ー ロ ッ パ の歴史におい て ､ 明確な普遍主義的方向性壷も っ た超民族的な連邦の
構想と して は唯 一 の も の で あ っ た .
さて ､ 1 8 7 1年の ビス マ ルク によるオ ー ス トリ ア を除外 し たい わ ゆる小 ドイ ツ主義な
解決策で ある ｢第ニ ドイ ツ帝国+ の建国披､ 大ドイ ツ的な古い帝国､ すなわち神聖 ロ ー マ
帝国の再興を夢見る人たちに と っ て は大 きな打撃で あ っ た ｡ 大 ドイ ツ的な統合の理念の信
奉者たちは､ 伝統的 . 宗教的な諸価値を擁護し､ 単 一 民族国家の原理と フ ラ ン ス 革命の理
念を拒否する こ とにお い て 一 致 し､ その 首都を ベ ル リ ン よりは ウィ ー ン に置く こ とを望 ん
だの で あ っ た ｡
｢中欧+ 理念の概念史的な研究は､ われわれ を必然的に近代 ヨ ー ロ ッ パ 史の大 きな危機
の瞬間に導く｡ それ らは､ フ ラ ン ス 革命､ 1 84 8年の革命､ 1 8 6 6年の プ ロイ セ ン と
オ - ス トリア 間の戦争､ 1 8 7 1年の ドイ ツ第二帝国の成立､ 1 9 1 4年から1 9 1 9年
にかけて の 第 一 次世界大戦の時期､ そ して最後に1 9 8 9年の ソザ イ エ ト連邦の崩壊とい
う現象で ある. こ の ような危機をき っ か けと して ､ 中欧をめそる地政的な状況の変化と新
たな ｢中欧+ 理念に関して の論議が再燃するの で ある｡
中欧は､ 地理的には ヨ ー ロ ッ パ の 中心 に位置するために､ イメ ー ジ的には東西文明の接
触地点 (十字路) とい っ た い くぶん美化された観念によ っ て捉えられて い る｡ 中欧は文化
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的 ･ 言語的多様性とい うイメ - ジと裏腹に ､ 政治的に辻立ち後れた状況に置かれて い る.
中欧地域を民族的 ｡ 宗教的 ｡ 文化的国境とい う観点から考える と､ 次のような グル ー プ
に分けられるで あろう｡
ロ シ ア 人､ 白ロ シ ア 人 ､ ウク ライ ナ人､ ル ー マ ニ ア人 ､ セル ビア人 ､ マ ケ ド ニ ア人 ､ ブ
ル ガリ ア 人､ ギリシ ア 人 - - ｡ ロ シ ア 正教､ ギリシ ア正教
ドイ ツ人 ､ ポ ー ラ ン ド人 ､ オ ー ス トリ ア 人 ､ チ ェ コ 人 ､ ス ロ ヴ ァ キ ア人 ､ ハ ン ガリ ー
人､ ク ロ ア チア 人 ､ ス ロ ヴ ェ ニ ア 人､ イタリ ア人 - - ｡ カ トリ ッ ク ､ プ ロ テ ス タ ン ト
これ らの宗派を異にする民族の宗教的 ･ 文化的境界は､ 長年の 間目立たない まま無視さ
れて きた｡ こ れ らの 民族集団披､ それ ぞれが独自の 歴史観をも っ て い る o
経済的な観点から見れば､ 中欧は今日で はもうと っ くにヨ - ロ ツ パ の中心で はなく､ そ
の周縁に な っ て しま っ て い る ｡ 1 9世紀後半の 土業化におい て ベ ル リ ン
ウィ ー ン
ロ ッ テ ル ダム
プ ラ ハ
ブダ ペ ス トと い う軸線が果た した役割は､ もはや重要性が薄れ､ 今日で は
ブリ ュ ッ セ ル パ リ リヨ ン ミ ラノ とい う軸線が通商上 の 重要
性を増して い る｡
中欧概念に特有の文化的含意を認めたり､ あ るい 放そ こ に潜在す る神話的要素に惹かれ
る人もい る 一 方で ､ 中欧は､ 特別 な理念と して はそもそも存在 しない とい う風 に考え る人
もい る｡ 特にポ ー ラ ン ド人 ､ チ ェ コ 人 ､ ハ ン ガリ ー 人 の 間にその ような考え方が根強い .
｢中欧は､ こ の 地域の文化にと っ て は決して 重要な理念で はなか っ た0 + 8)
しか し 一 方で は ､ ハ ブス ブル ク帝国に結び つ い た中欧とい う伝統的な理念も疑い なく存
在して い る ｡ ただ しこ の場合の ｢中欧+ は､ ハ ブス ブル ク帝国とい う具体的な形態をと っ
た存在で あり ､ む しろ ｢ドナ ウ圏+ とい う総括的な概念と して捉えられねばなず､ ｢中
欧+ その も の の概念史 ｡ 理念史とは同列 に論ずる こ とはで きない ｡ とい う の も ｢ドナウ
圏+ とい う言葉とは違 っ て ､ ｢中欧+ とい う言葉は､ ドイ ツやオ ー ス トリア の 隣国人で あ
る者に と っ て ､ 第三帝国の残虐行為は言うに及ばぬとして も､ い ま だなおあ の 悪評高い ド
イ ツ人の利害の優先とドイ ツ経済の後背地(H 血te rla nd)とい う彼らの隷属的な地位を想起
させるもの だからであ る｡
たとえば､ ポ ー ラ ン ド出身の フ ラ ン ス の歴史家 Krzys ztof Po mia n は､ 中欧というも に
関して ､ それ が歴史的に意味するも の はま っ たくポ ー ラ ン ドの 分割に他ならなか っ たか
ら､ ポ ー ラ ン ド人は中欧に はなん らの ノ ス タル ジ ー (郷愁) も感 じるこ とがで きな い と
言っ て い る ｡ そして彼は､ 文化的な統 一 体 ｢中欧+ とい うもの も存在しなければ ､ 中欧へ
の共通な帰属感というもの も存在しない と断言して い る｡ 9)
ロ シ ア の伝統におい て も､ 中欧とい う精確な観念は存在しない ｡ 一 方､ 政治的な危機の
時代に は､ ｢運命共同体+ と い う観念 へ 逃げ道を見出す動きもま っ たくな い わ けで はな
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か っ たo ヨ ー ロ ッ パ の 危機の 歴史にお い て ､ 中欧という観念臥 現実 の脅威に対 して 共同
体意識を生 み出す顕著な要因 であ っ た ｡
Ⅰstv a n Bibo にと っ て ､ 中欧の 運命は1 7世紀に決定づ けられる
一
｡ 西側の 大きな単 一 民
族国家が強国となり (フ ラ ン ス ､ 大英帝国､ ス ペ イ ン ､ ポル トガル ､ オ ラ ン ダ) ､ 少 し遅
れてイ タリア と ドイ ツも単 一 民族国家 - と成長を遂げる間､ オ ス マ ン 帝国の侵攻が東中部
ヨ ー ロ ッ パ の 諸民族の独立国家 へ の発展 を妨げたの で あ っ た｡ トル コ の バ ル カ ン へ の 侵攻
を機 に して それ らの諸民族が ハ ブ ス ブル ク帝国へ 編入 された こ とも マ イ ナス であ っ た｡ つ
ま り､ ハ ブス ブル ク帝国の絶対主義的な体制が､ それ らの諸民族が国家を形成する こ とを
封じて しま っ たからで ある｡ 10)
中欧の古い歴史的な民族､ たとえばポ ー ラ ン ド人や ハ ン ガリ ー 人 やチ ェ コ 人が1 9世紀
に自らの 民族意識に 目覚めたとき､ ハ ブス ブル ク帝国は再びそれら諸民族 の近代国家形成
を妨げたの であ っ た o 民族的な アイ デ ン テ ィ テ ィ 臥 最初は人種的 ｡ 言語的な特徴に限定
されたもの で あ っ た｡ 東中部ヨ ー ロ ッ パ の ナシ ョ ナリズ ム は､ 経済 ･ 社会構造が西側より
立ち後れて い る とい う事情もあり､ 西 ヨ ー ロ ッ パ 型 の モ デ ル とは異な っ て い る ｡ たとえば
ハ ン ス ー コ - ン 臥 個人 の 立憲的な自由を尊重する西 (西欧)の ナシ ョ ナリズム を ope n
n atio n alis m､ 政 治的 ･ 社会的に遅れた段階で登場した束 (中 ･ 東欧) の ナ シ ョ ナリズ ム
を clo sed n atio n alis m と呼んで い る . 中 ･ 東欧の複雑なナ シ ョ ナリズ ム を正当に評価 で
きな い 西側の歴史家 臥 中欧を大英帝国や フ ラ ン ス や ドイ ツにお ける よう な大きな単 一 民
族国家の形成に失敗した特殊な異常な地域と考える傾向があると い えよう｡
旧 ユ ー ゴス ラ ビア の 紛争は､ セ ル ビア を中欧に入れて考え る べ きか､ それ とも ビザ ン チ
ン 的ヨ ー ロ ッ パ に組み入れ る べ きかと いう古くからの問題をわれわれに向か っ て投げか け
るo Jen8 Sc臼c s は､ 中欧を ｢地理的な意味で 披東ヨ ー ロ ッ パ の 西周縁､ 構造的な意味で
は西 ヨ ー ロ ッ パ の東周縁+ と定義 して い るo l l) そ してJe n8 Sc臼cs によれば､ 西側 の
経済的 ･ 社会的 ･ 政治的モ デル の 遅く緩慢な､ そして しば しば不完全な伝播が､ こ の地域
を西欧と東欧の浪合形態として特徴 づ けたの で ある｡
2 神聖 ロ ー マ 帝国 の溝産
神聖 ロ ー マ 帝国は歴史的に見て ､ とりわ けヨ ー ロ ッ パ の均衡の維持が問題になるときに
重要な役割を演じた｡ こ の ｢均衡政策+ が頂点に達したの は ､ 1 9世紀半ばの メ ッ テ ル ニ
ヒ体制で あ っ たo ウィ ー ン 会議の議決事項臥 すで に こ の神聖ロ ー マ 帝国の伝統に同調す
るもの で あ っ た｡
こ の古い ｢帝国+ が今日われわれの興味をそそるの 臥 その広範囲に及ぶ連邦制がそれ
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を形成して い る諸国家の歴史よりも古い ､ とい う近代および現代ヨ ー ロ ッ パ に おい て も他
に類の ない 事実で ある｡ 一 つ の見方 として ､ しかる べ き若干 の改良を加え るとい う留保条
件を付けるならば ､ 神聖 ロ ー マ 帝国は､ 相互間の力 の 調整によ っ て の み ヨ ー ロ ッ パ 内で の
平和 な均衡を維持で き る近代の権力国家よりも優れて い る ｡ 神聖 ロ ー マ 帝国に体現されて
い るこ の 連邦的な体制原理は､ 絶対主義時代の数百年間に わたり､ 中欧の地域に反絶対主
義的な特性を与え続けて きたの で ある｡ 神聖 ロ ー マ 帝国 臥 中央集権的 ･ 絶対主義的観点
から見れば確かに時代遅れなも の で しかなか っ たかも しれ ない ｡ しかしそれとは逆 に ､ 連
邦的な帝国の組織を､ 市民戦争 (内戦) を避けるための最も賢明な解決策と捉えるこ とも
で きる の で ある｡
ル ソ ー も 言う ように､ 連邦的な体制披､ 文明化された国々 における平和の維持の ために
とりわけ役に立 つ の で あり､ ｢帝国の体制の諸々の欠陥にもかかわらず､ そ の 存続 の み が
ヨ ー ロ ッ パ における均衡の破綻を阻止で きる こ とは疑い をいれ ない . + 12) しかし1 8
世紀末にお い て ､ こ の古き帝国が､ そ の体制の理念ほどには現実には機能 しなか っ たこ と
を認 めなければならない ｡
フ ラ ンス 革命とナポレオ ン戦争は､ 神聖 ロ ー マ 帝国の 無力さと内的崩壊を表面化する｡
フ ラ ン ツⅠⅠ世が 180 6年神聖 ロ - マ 皇帝から退位したとき､ たい て い の 同時代 の 人々 は
もはやそれ を歴史的な出来事として受けとめなか っ た . それ ほど神聖 ロ ー マ 帝国は実体 の
ない 時代遅れ のもの だ っ た の で ある｡ 小 ドイ ツ派に と っ て は､ 将来の 全 ドイ ツ統治におけ
るプ ロイセ ンの 主導権獲得 の ために ｢帝国+ 理念の魅力が必要で あ っ たの に対 し､ 大 ドイ
ツ派 にと っ て は帝国の概念は､ なによりも神聖 ロ ー マ 帝国の 普遍主義的伝統とハ ブス ブル
ク家の優位を固持す るために必要なも の で あ っ た｡ 1 8 7 1年の ビス マ ル ク による ドイ ツ
帝国の建設前後 の時代､ すなわ ち ｢会社乱立時代+ を貫く支配的な動向は､ 上述 の 小 ドイ
ツ主義(プ ロイ セ ンの 主導的役割) と大 ドイ ツ主義 (ハ ブス ブル ク の優位) の対立で あ っ
た｡
プ ロイ セ ン の歴史家 Hein ricb v o aSybel や トライチ エ ケの ような小 ドイ ツ派に と っ
て ､ 新 しい ドイ ツ帝国が古い神聖 ロ ー マ帝国の連邦主義的な伝統と結び つ く こ とは､ 強固
な国家(Natio n alsta at)で ある プ ロイセ ンによ っ て保証されたドイ ツ統 一 を危険にさらす
こ とを意味した｡ 一 方､ 大 ドイ ツ主義者たちにと っ て ､ 第 二 ドイ ツ帝国の成立は ､ 神聖
ロ - マ 帝国の 二 度目 の死を意味したの で ある｡
神聖 ロ ー マ 帝国は､ 近代にお い て ､ 失われ たヨ ー ロ ッ パ の秩序を意味 して い た. そ の連
邦主義的な構造は､ 諸民族相互 の対立を止揚し､ 民族的な憎悪の感情を吸収する装置で
あ っ た｡
こ こ で ､ 神聖 ロ ー マ 帝国の精神的遺産に基づくヨ - ロ ツ パ の 理念を追い求めたオ ー ス ト
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リア の 詩人 フ - ゴ ー フ すン
｡ ホ - フ マ ン ス タ ー ル に言及 した い .
第 一 次世界大戦の初期 に ､ ホ - フ マ ン ス タ ー ル は 一 連の 論文や講演の中で ､ ドナウ流域
の諸民族を結び合わせ る ドイ ツ 語圏帝国の 理念を展開 した｡ ホ - フ マ ンス タ ー ル 臥 ハ ブ
ス ブルク帝国は神聖 ロ ー マ 帝国の 直属 の後継者で あるとい う こ とを決して疑わなか っ た.
ホ - フ マ ン ス タ ー ルの 考えるオ ー ス トリ ア の理念臥 中欧と い う地理的な位置にあ っ て ､
オ ー ス トリ ア が果 たす ラ テ ン ｡ ゲル マ ン 4 ス ラ ブとい う 三文明の調停 ｡ 仲介とい う役割
が､ その 中心 をなすもの で あ っ た ｡ つ まり換言すれば､ 対立 し著しく異なるもの の宥和と
橋渡 しと総合とい う理念で ある｡ ｢新 たに形成される ヨ ー ロ ッ パ 臥 - - ｡ 多様で多
面的な東方地域を把握するためにオ ー ス トリア を必要とす る｡ 中欧故実践と時事の概念で
あるが､ しかし高遠な領域にお い て も ヨ ー ロ ッ パ を存続させ ようとする限り､ ヨ ー ロ ッ パ
ならび に最高度 の精神的 ｡ 文化的価値の領域におい ても､ オ ー ス トリ ア はなくて はな らな
い 存在で ある｡ + 1 3)
トル コ 戦争以来オ ー ス トリ ア 披 ､ 中欧の す べ て の 諸勢力 の壮大なまとめ役という課題を
担うと同時に､ ス ラ ブ諸民族との数多くの共通点､ とりわ けあ る種の政治的未熟さと未完
成の まま の 民族国家と い う共通点をも っ て い た｡ 中欧にお けるオ - ス トリ ア の 使命は､ ド
イ ツの覇権志向に対する歯止めの役割を演ずる こ とで あ っ た ｡ オ ー ス トリア 臥 決して征
服を考えて い るの で はなく､ 中欧地域 の諸民族と諸国民 の ｢共生+ 的関係を強化する こ と
を目指 したの で ある｡
オ ー ス トリ ア の アイ デ ン テ ィ テ ィ に関連する地域は､ ホ - フ マ ン ス タ ー ル に と っ て ､ ド
イ ツ語圏で あるそ の 世襲領とボ ヘ ミ ア で あ っ た. ハ ン ガリ ー に つ い て はあまり亭及され て
い ない o 中欧の典型は､ ホ - フ マ ン ス タ ー ル にと っ て とりわけボ ヘ ミ ア とその首都プ ラ ハ
で あ っ た. しか しホ - フ マ ン ス タ ー ル の こ の 釘想は､ 徹底的に打ち砕かれるこ と にな るo
チ ェ コ 人の 民族意識が覚醒 して表面化し､ チ ェ コ の 知識人 の圧倒的多数辻､ ホ - フ マ ン ス
タ ー ル の支持するハ ブス ブル ク帝国の政策を完全に拒否したからであるo そ して ホ - フ マ
ンス タ ー ル の連邦主義的 ･ 多民族的な ｢中欧+ 帝国の 理念は､ 今や政治的な理念とい うよ
りは現実離れの した ユ ー トピ ア思想になりさが っ て しま っ たの で ある.
第 一 次世界大戦が終わ っ て 1 9 2 0年代の ホ - フ マ ンス タ ー ル の政治的思想臥 汎ヨ ー
ロ ッ パ 運動の創設者で あ るリ ヒ ヤ ル ト ク ー デ ンホ - フ ･ カ レル ギ - の ような自由主義
的 ･ 保守的なヨ ー ロ ッ パ 思想 の方向をとらなか っ た ｡ ホ - フ マ ン ス タ ー ル 臥 ルネ ッ サ ン
ス に よ っ て ヨ ー ロ ッ パ の文明に 二 つ の 悪 がもた らされたと考える｡ 一 つ 臥 秩序と共同体
を殻壊する ｢個人主義+ で ､ こ れは個々人を不確かさと自由の釘想にゆだねて しまい ､ 古
き世界の歴史的 ･ 宗教的鮮を引き裂い て しま っ たので ある｡ もう 一 つ 臥 神聖 ロ ー マ 帝国
を分裂させ､ 全 ヨ ー ロ ッ パ を宗教戦争と民族戦争に追い や っ た ｢宗教改革+ で ある｡
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ホ - フ マ ン ス タ ー ル の 唱える ｢保守的革命+ 披､ 結局古き神聖 ロ ー マ 帝国を政治的 ･ 文
化的に復活さ せ る こ とで あるo それはまだ分裂 を経験して い なか っ たロ ー マ ｡ カ トリ ック
世界の再来で あり､ それ の み がドイ ツ国民を統 一 し､ 中央ヨ ー ロ ッ パ ､ すなわち中欧に秩
序をもたらす こ とがで きるの で ある｡ もちろん ､ こ の ような ユ ー トピア 的政治思想は､ 第
一 次大戦後 の新 しい 国際社会の状況に対応で きるもの で なか っ た こ とは言うまで もない .
こ こ で歴史を少 し遡り､ プ ロイ セ ン とオ ー ス トリア の ライ バ ル関係成立 の消息に日を転
じて み ようo 18世紀におい て プロ イセ ン は､ 中欧にお けるハ ブス ブルク家の最も強力な
競争相手となるo すなわちプ ロ イセ ン は､ フ リ ー ドリヒ ｡ ヴイ ル ヘ ル ムⅠⅠ世の 治下で ､ ブ
ラ ンデ ン ブル ク､ 東プ ロイセ ン ､ 西 プ ロ イ セ ン の 領土を統合して ､ 行政的 ｡ 軍事的な統 一
を果た したの で あ っ た. フ リ ー ドリ ヒⅠⅠ世即位の 年であ る1 7 4 0年の 12月に ､ 彼は フ
ラ ンス の 支援 の もとに ハ ブス ブル クと シ ュ レ - ジ エ ン戦争を行な っ て勝利を収めたo
農業生産に も恵まれ､ 人 口も多く､ 戦略的にも好位置にある ､ 中欧の こ の 新 しい 領土を
獲得するこ とに よ っ て ､ プ ロイ セ ン は他の す べ て の ドイ ツ人国家を決定的に凌駕 したの で
あっ たo 特にシ ュ レ - ジ エ ン は､ ドイ ツ人住民あるい はゲル マ ン化された住民が多数を占
め､ 彼らは宗教的にもル タ ー 派 の 信徒で あ っ た . したがっ て フ リ ー ドリ ヒ大王は､ ドイ ツ
の すべ て の プ ロ テネタ ン トの国家を代表する指導者で もあ っ た o こ れ らの 領土を失う こ と
によ っ て ､ オ ー ス トリア は物質的に弱体化したの み ならず､ ドイ ツの 領土 を統 一 する夢も
破れて しま っ た の で ある｡ こ う して プ ロイ セ ン は､ 中欧の強国となり､ ハ ブス ブルク帝国
の対抗勢力と して の役割を担う こ とに な っ た ｡ フ リ ー ドリヒ大王 の死 から2 0年後､ フ ィ
ヒテ はナポ レオ ンの 軍隊に占領された ベ ル リン の 大学で ｢ドイ ツ国民 に告(th+ とい う講演
を行な っ た ｡ かく して プ ロ イ セ ン に よ っ て 呼び起 こ され た ドイ ツ ･ ナ シ ョ ナリ ズム は ､
オ ー ス トリア プ ロ イ セ ン の敵対関係の決定的な要素とな っ たの で ある ｡
フ - ゴ ｡ フ ォ ン ･ ホ ー プ マ ン ス タ ー ル は ､ プ ロイ セ ン 人とオ ー ス トリ ア人 の遠い を対比
杓に捉え､ それ を三 つ の項目に分けて ､
以下 に掲げて み よう｡ 1 4)
プ ロイセ ン
作られた国､ 人 工 的な構造､ 元来貧し
い国､ 万事は人間の中にあり､ 人 間に由
る｡ それ故､ 連帯感として国家的信念､
より多くの徳､ より多くの有能さ｡
巧み な図式として表現して い る｡ ちなみ にそれ を
全 鮎
9 5
オ ー ス トリ ア
生 まれ育 っ た国､ 歴史的な組織､ 元
来豊かな国､ 万事は外部すなわち神と
自然に由る｡ 連帯感として郷土愛､ よ
り多くの敬度さ､ より多くの人間性｡
丑会最造
凪ム
9 6
プ ロ イ セ ン人
目の 粗い社会組織､ 身分 が文化的に分
かれて い る､ しか し精確な機構｡
下級貴族は峻別され ､ そ れ自体で統 一
されて い る ｡
同質的な官僚世界 : 同 一 の精神の担い
手､ ｢支配的な+ 見解と慣習｡
国民 :極 めて訓練されやすい大衆､ 無
制限の権威 (軍隊､ 科学的社会民主主
義) 0
王室 : 最高の権威
プ ロイ セ ン人
アク チ ュ ア ル な志操 (1 80 0年には
コ ス モ ポリタ ン的､ 18 4 8年にはリ ベ
ラ ル ､ 現在は ビス マ ル ク的､ 過去 の 諸段
階に対 して 披ほ とん ど記憶をもたない o )
歴史的感覚を欠く｡
抽象能力に秀で る｡
秩序だ っ た実行力抜群｡
規則に従 っ て行動｡
弁証法に強い ｡
表現力により習熟｡
より多く首尾 一 貫性｡
自信｡
一 見､ 男性的.
万事を機能に変える｡
自己自身を主張し正当化する ｡
独りよがり､ 横柄で教師風｡
危機 へ 突進｡
オ - ス トリ ア人
目の つ ん だ社会組織､ 身分が文化的
に結合して い る｡ 全体の メカ ニ ズ ム は
不精確｡
高級貴族はタイ プが豊かで ､ 政治的
に統 一 がない ｡
多元的な官僚世界 : 要求された思考
や感情の様式はない ｡
国民 : 極めて自主的な大衆､ 無制約
の個人主義｡
王室 : 最高 の信頼
オ ー ス トリ ア人
伝統的な志操､ ほ とん ど数世紀を通
じて不動｡
歴史的本能をも つ ｡
抽象能力に乏 しい ｡
の み こ みが早 い ｡
作法に従 っ て行動｡
弁証法を拒否｡
バ ラ ン ス 感覚に富む｡
より多く生活適応能力｡
自己イ ロ ニ ー (皮肉) o
一 見､ 未成年的.
万事を社会的なもの へ 転回させ る ｡
唆味なままにして おく こ と を好む｡
吐にかみ､ 虚栄､ 機知o
危機を回避｡
権利闘争｡
他人の 身にな っ て 考えるこ とがで きな
い ｡
わざとら しい性格｡
各人が権威の 一 部の担い 手｡
野心的努力｡
仕事優位｡
苛烈な誇張 ｡
怠惰 O
無性格にな るほ ど他人の身に な っ て
考える｡
お芝居｡
各人が全人類の担い 手｡
享壷欲｡
私 生活優位｡
解体にい たるイ ロ ニ ー ｡
プ ロイセ ン の 主導権 によ る ドイ ツ帝国 乱 国家(staat)と民族(Yolk)とい う概念が緊密に
結び つ い たも の で あ っ た o 一 方オ ー ス トリ ア 披､ 有機的な多文化的 ｡ 多民族的な統 - に基
づく王朝的な理念を拠り所と し､ なによりも統治する王家の 正統性を絶対的な原理と して
掲げたの で あ る o お互 い が 一 つ の 運命共同体に属 して い るとい う意識辻､ ドナウ地域の す
べ て の 民族にい わば原初の暗から根づ い て い る深い 感情で あるが､ その ような意識は､ ド
ナウ地域の地理的 ･ 経済的環境､ そ の歴史的 ｡ 文化的な つ ながりから生まれ るも の で あ っ
て ､ そ れはとりわけドナウ地域の諸民族が､ 強大な隣国で ある ドイ ツや ロ シ ア に対して自
らの アイデ ン テ ィ テ ィ を主張す るに は単独で はあまりにも弱小で あるがために抱く共同防
衛の欲求に基づ い て い る ｡ こ の ような感情の 力は ､ ドナウ地域の政治的な結束力と して長
い期間作用し続けたの で あ っ た ｡
3 ハ ブ ス プル ク神話
トリ エ ス テ の 若 い オ ー ス トリ ア 文学研究者ク ラ ウデ イ オ ･ マ グリス に よ っ て 善かれ た
『オ ー ス トリ ア文学とハ ブス ブル ク神話』 が世に出たとき (イタリア語版の初版は19 6
3年､ ドイ ツ語版は1 9 6 6年に出版) ､ そめ論考があまりに斬新な視角からの オ ー ス ト
リア 文化批判で あ っ たため に､ 激 しい 論争を呼んだとい われる｡ それは い まだなお続い て
い るとい っ てもよく､ 本書が提起 した諸テ ー ゼや問題意識は多くの ハ ブス ブル ク文化研究
者たちの間に浸透し､ 生産的な刺激と示唆を与え続けて い る｡
ク ラウデ イ オ ･ マ グリス は､ ｢ハ ブス ブル ク神話+ とい う概念を1 9世紀と2 0世紀
の オ ー ス トリ ア文学を理解するための最も重要なキ ー ワ ー ドと考える｡ ただ しこ こ で 言う
神話と杜､ 古代から語りつ がれて きた神々の物語とか､ 宇筒や世界創造や人間誕生などに
つ い て 説明 した物語とい っ た､ 本来 の意味における神話で はない ｡
こ こ で 言われて い る神話とは､ 理念とか固定観念として 人間の思惟や行動を非合理的に
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拘束し左右す るもの の こ とで あ る｡ 別の 言 い 方 をすれば ､ ｢神話+ は人間が抱く信念や価
値観などを含み ､ 人間に生 きる こ と の 目標や根拠を与え るも の で あ り､ 人間披 ｢神話+ に
よ っ て現実を解釈し意味づ けする こ とがで きる｡
深層心理 の メ カ ニ ズム と の 関連から ｢神話+ の機能を考えて み る と､ あ る集団の抱く
｢神話+ が個人 に と っ て 好ま しい 場合､ それ は個人の幻想と して機能し､ 個人 の 不安や恐
怖を解消して くれ る｡ したが っ て ､ 一 つ の社会が危機的状況に陥 っ たとき､ ｢神話+ は個
人釘想として ､ あ る い は集団(共同) 封想として ､ 自己防衛の 心理メ カ ニ ズム に と っ て大
い に役立 つ ので ある｡ ｢神話+ がそ のようにして危機的状況に応 じて その都度呼び出され
るとき､ ｢神話+ は人間にと っ て現実をありの ままに認識す る眼 を曇らせ るも の と して機
能す る｡ 本書で論じられ て い る ｢ハ ブ ス ブル ク神話+ とは､ まさ しくそうした意味で の
｢神話+ なの で ある｡
それ は､ オ ー ス トリ ア帝国とかオ ー ス トリ ア ｡ ハ ン ガリ ー ニ 重君主国と称せ られた り､
あるい はハ ブス ブル ク帝国とかドナウ君主国とも呼ばれた多民族国家が､ 内に抱えたきた
異質の要素によ っ て 常に分裂と崩壊 の危機にさらされ続けた近代から現代まで の歴史的過
程の中で､ 自ら の 安定と延命を図ろうと して創作 した神話で あ る｡ それ は集団や共同体を
支配する神話であ ると同時に､ オ ー ス トリ ア 人自身の意識を内側から支える要素で も あ っ
た ｡
こ う した神話を構成する要素の中で も､ も っ とも抗い が たい 魅力をも ち持続的な影響力
を及ぼしたもの は ､ 多民族国家の 理念 ( 払 e r n atio n al な Ⅴ 蝕 er m o n a r ch ie ) で あ っ
たo こ れはな によりも心情的 ･ 情緒的なも の に結び つ い た理念で あ っ て ､ 決して高い政治
的な価値をも つ 理念で は なか っ たが､ しか しオ ー ス トリ ア ･ ハ ン ガリ ー 帝国の隅々にまで
決定的な影響を及ぼした理念で あ っ た ｡ しか しなが らこ の 理念は､ 諸民族が併存し､ 各民
族間の 民族主義的エ ネル ギ ー の対立が常に帝国の存立を脅かして い た政治的状況を考える
ならば ､ 帝国の 瓦解を防ぎ､ 一 刻でも長く帝国を存続させ る ために他に選択の余地 の ない
必須 の解決策として持ち出されたも の にほかならなか っ た ｡
歴 史的に見るならば､ こ の 中欧統 一 体とい う理念は､ まさに国家を支える中心 の 欠如を
包み隠そうとする神話の中心 モ チ ー フ で あ り､ そこ にハ ブス ブル ク神話 の現実隠蔽的な性
格を読み取るこ とがで きる. けれ ども良きにしろ悪しきにしろ､ 中欧統 一 体 という理念あ
るい 披多民族国家とい う理念は､ ハ ブス ブル ク文化に固有の考えで あり､ こ の 文化の特色
をよく物語る標識で もあ る こ とを忘れて はな らな い ｡
ハ ブス ブルク神話の根本的特徴を透視する マ グリス の諸テ ー ゼは極めて 明快で ある けれ
ども､ それだけに彼の分析はある種の 一 面性 と単純化を免れて い ない ように思われ る. し
か しなが ら､ オ ー ス トリ ア と歴史的に深い 関わりをも つ 都市トリ エ ス テ 出身の マ グリス
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が､ 東部辺境地帯のス ラ ヴ的ユ ダヤ的世界をも含め､ あ らゆる ハ ブス ブル ク的要素に対 し
て開かれた関係にある生地トリ エ ス テ の 特殊な歴史的 ｡ 地理的環境を拠り所に して ､ 従来
の い かなる視点とも異なる遠近法で生 き生 きと描き出 した ハ ブ ス ブル ク的中欧世界の光景
は､ 独特の光輝と陰影に満ち､ われ われ を抗い難く魅惑する｡
ユ ダヤ人で あり ､ 本質的に はコ ス モ ポリタ ン である作家フ ラ ン ツ ･ ヴ エ ル フ ェ ル に と っ
て､ 諸民族 の平和的共存と調和を約束す る ハ ブ ス ブル ク的体制披､ 一 種の 理想的国家形態
で あり､ その 意味で彼は熱狂的な ハ ブス ブルク神話の礼讃者で あ っ た 0
彼にと っ て ドナウ君主国披､ 超民族的な国家で あり､ ｢偉大なるス イス+ で あり､ 絵の
よう に美しく整 っ た モ ザイ クで あ っ た ｡ それ は､ ｢チ ロ ル の ア ル プス ､ ザル ヅ カ ン マ -
ダ ー トの湖､ ボ ヘ ミ ア の なだらかな地平線､ カル ス トの 荒涼たる高原 ､ ア ドリア の肥 沃な
地方､ ウィ ー ン の 宮殿､ ザル ツブルク の 教会､ プラ ハ の 塔+ と い っ たも の を連想させ る地
域であ り､ ま たさ らに は ｢アス タ の 大草原､ カル パ チ ア 山脈 の放牧地､ ドナウ の低地など
の風景が ､ ドナウ流域の さまざま な驚くべ き風物､ すなわち水辺 の 野鳥の群れる緑地とか
ドナウ川 の支流で あ るテ ィ サ川 の 大 きな中州+ 1 5) な どと織りなすモ ザイ ク模様で あ っ
た｡
こ れは､ こ の う.えなく中欧風の魅力に富んだ､ 最も印象的な風景で あり､ そこ にはある
種の ス ラ ヴ的な息吹も漂 っ て い るが､ しかし ヴ エ ル フ ェ ル にと っ て 臥 ハ ブス ブル ク の 国
家組織の も つ 政治的 ｡ 宗教的意義の ほうが､ はるかに重要で あ っ たの である｡ 君主国は ､
彼には ｢高貴な る理念を旗印として+ 築かれ た帝国に思われるが ､ 彼はそれを単 一 民族国
家(Natio n alsta at) に対立させ るo 単 一 民族国家は､ ｢その 究極の本性からい っ て ､ デ
モ ー ニ ッ シ ュ なもの で ある｡ デモ ー ニ ッ シ ュ で偶像崇拝的なも の がすべ て そうで あるよう
に､ 単 一 民族国家はダイナミ ッ ク な力 を揮う こ とがで きる｡ それ は脅威を与え る と同時に
脅威にさらされもする｡ + 16) ヴ エ ル フ ェ ル によ っ て 理想化された ｢超民族性+ 臥 フ
ラ ンス 革命から生まれた近代的な意味で の ｢国民+(Natio n) に対立する概念で あり､ 一
種の 温情主義的な多民族神話で あ っ た ｡
ハ ブス ブル ク的人間性の 大部分は､ さまざまな民族の諸要素から成り立 っ て い るが､ と
りわけス ラ ヴと ユ ダヤの構成要素が基本的なもの で あるよう に思われ る｡ 他方こ れ らの要
素は､ そ の 民族的な性格を失う こ となく､ 本質的にはドイ ツ語で表現されたの で あ る｡
ザ ッ ハ - = マ ゾ ッ ホは ､ 自らをス ラ ヴ人 と感じて い たが ､ 物を書くときはドイ ツ語で あ っ
た｡ 多くの場合､ 言葉と心の こ の 二面性に こ そ ､ ハ ブス ブル ク杓精神状況 の本質が潜んで
い たの であ る｡ 君主国の領内に住んで い て も､ 他の 言語で書く者は､ 往々 にして精神的に
はその よう な状況に無縁な存在で あ っ た｡ その 意味で ､ ハ ブス ブル ク文化圏で は ドイ ツ語
が支配言語で あ っ た｡
9 9
もう 一 つ の重要な神話は､ フ ラ ン ツ ･ ヨ - ゼ フ神話で あ っ た ｡ ト … マ ス ･ マ ン は､ 老皇
帝が ｢余の国の諸々 の 民 へ + と呼び かけるときの ､ そ の 言葉 の放 つ 魅力 とそ の 影響の 到達
範囲につ い て語 っ て い る ｡ ｢私はそれ以来無塵か､ 神聖 ロ - マ 帝国の 本来 の後継者は プ ロ
イ セ ン ｡ ドイ ツ で はなく､ オ ー ス トリ ア で ある と考えたも ので あ っ た o + 1 7)
フ ラ ン ツ ･ ヨ ー ゼ フⅠ世の 姿は ､ さま ざまな作家の作品に登場する｡ 老齢の ため押しひ
しがれ ､ 迫り来る最期を意識 し つ つ ､ 長い 年月 の 風雪に痛め つ け られ た樫 の 老木 の よう
に､ 孤独にお し黙 っ た皇帝披 ､ あたかも英雄的な凡庸さを体現して い る かに見える. ヴ エ
ル フ ェ ル によれ ば､ 彼は ｢官吏服務規程に自己を捧げる こ とで ､ 個人的感情を表わさな い
人格､ つ ま り秩序と規則そ の もの とな るよう に自らに課した+ 1 B) の で あ る｡ 皇帝は ､
当時の露出症的個人主義に節度ある慎み深さで も っ て 対処 し､ それに よ っ て 美術展や芝居
の上演の瞭に ､ 個人的な意見をさ しはさむ こ と を控えたの で あ っ た｡ かくて ､ 風刺雑誌で
しば しば噸笑された言葉､ す なわち《ま こ とに結構で ある ､ 余は満足至極に 思う》が生ま
れたの で あ っ た｡
ヨ - ゼ フ ･ ロ ー トの 小説には ､ 冷たく青い磁器の ような眼を して ､ 濃い 眉 と頬髭の あ る
フ ラ ン ツ ｡ ヨ - ゼ フ の 姿が､ ライ トモ チ ー フ の ように執物に繰り返し現われ る｡ 皇帝の 肖
像は､ 堂 々 たる没落の 予兆を放射 しなが ら､ 実家の 壁や､ 学校､. 教会､ 営舎､ 婚家の 壁に
掛か っ て い る . 一 方､ 現実 の皇帝は ､ 時代 に打ちの めされ た者の相貌と､ 実人生の外 に立
ち､ 硬直した予言者風 の 風貌 を帯び て い た｡ 皇帝 は､ 長年にわ たる治世 の年数を忘れた
り､ 事件を取り違えたり､ ソ ル フ ェ リ ー ノ (1 8 5 9年オ ー ス トリ ア軍がフ ランス ･ サルディ ニ ア
同盟軍に敗れた場所 o ガルダ湖南方の ポ ー 平野にある) で彼の命を救 っ た者が､ 祖父 の フ ォ ン ｡ ト
ロ ツ タなの か､ 父の フ ォ ン ･ トロ ツ タ なの か､ それとも彼ら の 子孫なの か､ もう定かに思
い出せ ない の で ある｡
と こ ろで皇帝の顔そ の も の は､ 帝国その もの の象徴として ､ 'どこ で も模倣され､ どこ で
もお目にかかれるも の で あ っ た o ｢通 りに披無数 の フ ラ ン ツ ･ ヨ - ゼ フ たちが群が っ て い
た o そ こ らじ ゆ うの役所に､ 白い 頼髭 を生 や した､ お な じみ の 近寄りがた い顔が見られ
たo 宮殿の堂々 たる玄関の門衛さえも､ 皇帝と同じような顔つ きを して い た ｡ + 1 9)
4 多民族国家の 現実と虚構
フ ラ ン ツ ･ ヨ ー ゼ フⅠ世の政治体制は､ 本当に未来の 可能性をはらんだ ｢中欧的+ 理念
を有して い たの か､ それ とも逆に人 口 に胎灸したあの ｢諸民族 の牢獄+(Ⅴ 蝕 e rke rke r)
臥 こ の 地域を ｢ヨ 一 口 ツ}
r
iの 火薬樽+(pulv erfaR Eu , opa s)に して しま っ たの で あろう
か ?
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ハ ブ ス ブル ク家を中心とす る中欧披有機的な全体を形成して い たとい う観念 ､ ある い は
超民族的な統 一 とい う理念 こ れ らは現実にはドイ ツ民族や ハ ン ガリ ー 民族の 覇権を隠
蔽するための虚構で しかなか っ た､ とい う の が真相に近 い ｡ こ れ らは逆 にリ ア ク シ ョ ン と
して ､ 過激なナ シ ョ ナリズム の運動を巻き起 こ すこ とに なる｡
とこ ろで ､ ク ー デ ン ホ - フ ｡ カ レル ギ - の ｢汎ヨ ー ロ ッ パ+ 思想は､ ハ ブス ブルク的理
念に触発されて構想されたも の で ある｡ 彼は19 2 4年､ その 著 『汎 ヨ ー ロ ッ パ』 にお い
て ､ イ ギリス と ロ シ ア を除外した大陸の ヨ ー ロ ッ パ を中心 とす る世界秩序の再編成を提案
したo ｢西も東も ヨ ー ロ ッ パ を救う つ もりはない ｡ ロ シ ア 杖 ヨ ー ロ ッ パ を征服 しよう と し
ており､ アメ リカはヨ ー ロ ッ パ を買収 しよう として い る. ロ シ ア の 軍事独裁とい う前門 の
虎とアメ リカ の 金融独裁とい う後門の狼の間にあ っ て ､ た っ た 一 つ の細い 道がより良き未
来へ と通 じて い る ｡ そ の 道は､ 汎ヨ ー ロ ッ パ と呼ばれる｡ + 2 0)
ク ー デ ン ホ - フ ･ カレル ギ - の ｢汎ヨ ー ロ ッ パ+ 主義は､ イ ギリス を除外するも の で あ
るが､ イ ギリス に対抗するも の で はない ｡ 汎ヨ ー ロ ッ パ は内陸 の ヨ ー ロ ッ パ 文化を守らな
ければならない が､ 大英帝国は自ら の文明を全世界に広め るとい う使命をも っ て い る ｡
ク ー デ ンホ - フ ･ カ レル ギ - は､ 国際連盟設立の基礎となるような考えを批判した. ｢汎
ヨ ー ロ ッ パ の 理念が《有機的》である の に対 して ､ 前者披あま りに 《抽象的》 である+
と｡ 2 1) 同時に彼は､ フ ラ ン ス の世論を軽視しない よう にも留意 した｡
彼は､ 多様な民族の 言語や文化の存在は決して ヨ ー ロ ッ パ 文化そのもの の存在と矛盾す
るもの で は ない と説明し､ 次の よう に述 べ て い る｡ ｢われわれがイ ンドや中国の諸民族が
多くの さま ざまな言語を話 して い るにもかかわらず､ イ ン ド国民とか中国国民とい う言い
方をするの と全く同じように､ 中国人やイ ン ド人もわれわれ をヨ ー ロ ッ パ 国民と呼ぶ権利
があるだろう｡ + 2 2)
l
汎ヨ ー ロ ッ パ 主義に対する反対者 乱 国粋的な民族主義者､ 共産主義者､ 軍国主義者､
保護主義的な企業連合なとであ っ たが､ 汎 ヨ ー ロ ッ パ の 構想臥 こ こ に見る通り明らかに
オ ー ス トリ ア ･ )＼ンガリ - 君主国に体現されて い た理念に刺激を受けて 展開されたもの で
ある｡
とこ ろで ､ ドイ ツ的な国民(Natio n)の 考え方 臥 民族(v o比)と言語(Spra che)を出発点
として考えるも の である｡ 民族的 ･ 言語的な原理に基づく こ の考え方 (ドイ ツ的モ デル -
Natio n alsta at) は､ ハ ブス ブル クの 王朝的な原理 ､ すなわち多民族 ･ 多言語の共生並び
に共働の伝統を多民族的調和の酵素とみ なす原理 (ハ ブ ス ブル ク的モ デル = ube r n ati｡ _
n alな連邦国家) とは相容れな い の で あ る ｡
19 1 8年以前の中欧を諸民族と諸国家の連邦(F8de r atio n de r V81ke r und Sta a-
ten)と理解するならば､ それは現実というよりは ､ む しろ 一 つ の 必要性として の構想と
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い うもの で あろうo ナポレオ ン時代以来ハ ブス ブル ク帝国は､ 怠惰に もその 臣民 たる諸民
族の忠誠に よりかか っ て い たが ､ その後自らが果たす べ き仲介的な役割､ その超民族的な
使命に目覚め たの で あ る｡ しか し､ ドナウ地域の諸州の連邦として神聖 ロ ー マ 帝国の現実
の後継者たらんと したハ ブ ス ブル ク帝国の理念は､ 確か に zisleithanie n で はい く つ かの
異論の 余地なき成果があ っ たにも かかわらず､ それは 一 個の 理念以上 の もの で はなか っ た
の で ある｡ ハ ブス ブル ク君主国は､ さまざまな民族 の多文化的な独自性を認めながら､ 多
民族が楽しく団賛 し合う家庭と い うkJ想を抱かせ つ つ ､ そ の 一 方で それ らの諸民族の間に
生まれ つ つ ある近代国家の 承認を峻拒したの で ある｡
1 8 7 8年の統計によると､ 当時ハ ブス ブルク帝国を構成 して い た 1 2の 異民族の構成
は次の通 りで ある｡
ドイ ツ人 - 23,9% ハ ン ガリ ー 人 - 2 0,2% チ ェ コ 人 - 1 2,6% ポ ー ラ ン ド人 - 1 0%
ル テ ニ ア人 (ウクライ ナ人の 一 種族) - 7,9% ル ー マ ニ ア 人 - 6,4% ク ロ ア チ ア人 -
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,
3% ス ロ ヴァ キ ア 人 づ ,8% セ ル ビ ア人 - 3,8% ス ロ ベ ニ ア 人 - 2,6魂 イ タリ ア 人
- 2% ボス ニ ア人 - 1,2%
多民族から構成される連邦国家の 理想的な形態は､ おおよそ以下の もの として考えられ
るで あろう ｡ 国家の成員で あるす べ て の 民族が平等で ある こ と ､ い ずれ の 民族も己れ の民
族性と言語を保持し育成する権利を有するこ と ､ それぞれの地方 の学校や役所､ 公的な場
で使用される言語の 同等の権利が国家によ っ て 保証されて い る こ と､ 等で ある｡
18 6 6年にプ ラ ハ で 出版された フ ラ ン ツ ･ パ ラ ツキ ー の著書 『オ ー ス トリア の国家理
念』 は､ リ ベ ラル な思想が盛り込まれた注目す べ き書物で ある. パ ラ ツキ ー は､ 自らの出
自で あるチ ェ コ 民族と ハ ブス ブルク の超民族性 の 理念の擁護者として ､ ハ ブス ブル ク君主
国の領土は単なるご っ たま ぜ の集合体で はなくて ､ ドイ ツや ハ ンガリ ー や ロ シ ア の 領土拡
張欲から少数民族を守る有機的な 一 体性を備えた組織であ ると主張 した｡ 同時に彼は ､ こ
の組織が有効に機能するか どうかは ､ 諸民族間の権利 の平等がきちんと守られて い るか ど
うか に左右される こ とも強調した｡
1 8 48年に はパ ラ ツキ ー は､ ｢オ ー ス トリ ア 理念+ の 頑固な信奉者で あ っ て ､ ハ ブス
ブルク帝国がもはや存在しな い の で あ るならば､ ヨ ー ロ ッ パ と人類の ため にハ ブス ブル ク
帝国を作り直さなければならない と述べ た. ｢あなた がたは､ ヨ ー ロ ッ パ の 南東部の ロ シ
ア 国境に沿 っ て ､ 生 まれも言葉も歴史も風習もは っ きり異なる頬つ かの民族が住んで い る
こ とを知 っ て い る ｡ それ らの 民族とい うの は､ ギリ シ ア人やトル コ 人は こ こ で は措くとし
て ､ ス ラ ヴ人､ マ ジ ャ ー ル 人､ ドイ ツ人で あるo こ れ らの諸民族の う ちの どの 民族も､ こ
れから先ず っ と東の強力な隣国ロ シ ア に対して､ 独力で効果的な抵抗を果たしうるほ ど力
強くはない の で ある ｡､ ただそれ らの 民族が互 い に堅固な紳によ っ て結ばれ 一 体 となる とき
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にの み ､ それ は可能で あろう｡ こ の 必要な民族間同盟 の真の 生命線は､ ドナウ河で ある ｡
したが っ て その中枢の支配権は､ も しそれが真に実効の あるも の たらんとす るならば､ こ
の河 からあま り遠く離れ て はならない の で ある｡ 本当に ､ オ ー ス トリア 帝国がもう と っ く
に存在 して い ない の で あるとすれば､ われ われはヨ ー ロ ッ パ の ため に､ そして 人間性そ の
もの の ために急い で それ を創出 しなけれ ばならない だろう｡ + 2 3)
こ の パ ラ ツキ ー の理念は､ フ ラ ンク フ ル ト議会の自由主義者や民主主義者の間で も､ ま
たオ ー ス トリア の ドイ ツ 系自由主義者の間で もあま り大きな反響を呼び起こ さなか っ た.
18 6 7年の Au sgleich 以降の オ ー ス トリア ･ )､ン ガリ - 二 重帝国におい て ､ その 帝
国の オ ー ス トリ ア側の半分とハ ンガリ ー 側の半分とを明確に区別する考え方がある (Ge -
r ald Stou r血) o つ まり前者にお い て は民族間の 平等の権利が重要な役割を演じて い る
(多民族国家) の に対 し､ 後者で は単 一 民族国家(Natio nalsta at)的な原理､ すなわ ち多
数派をしめ る民族 (マ ジャ ー ル 系) の主導権が国家体制の基礎をな して い る の で ある｡
つ まり君主国の ハ ン ガリ ー 側で 臥 z3sleitha nie n におけるよりも中央集権主義がより強
く根づ い て い る の で あ る ｡ しか しだからとい っ て ､ ハ ブス ブル ク帝国の オ ー ス トリ ア側の
地域がそれだけ諸民族間の調和を保持して い たと結論づ けるの は ､ 少々危険なこ とで あろ
う｡
ハ ブス ブルク帝国における民族紛争は､ 見方を変えれば､ 隠れた階級間闘争に他ならな
か っ た o ドイ ツ人や ハ ン ガリ ー 人は自らの歴史を所有する歴史的な民族で あ っ たが､ ユ ダ
ヤ人放たい て い は貧 しく､ プ ロ レタリ ア - トであ っ た o 彼らは歴史を持たない 民族 (ge -
s chicbtslo se N atio n)で あ っ た ｡ ドイ ツ人や ハ ン ガリ ー 人の利害は､ ブル ジョ ワ階級の利
害を代表するもの で あ っ たが､ ユ ダヤ人 はプ ロ レタ リア - トであ りながら､ 階級として自
らの利害の ために闘うと ころまで はゆかなか っ た し､ そ の ような階級意識も持 っ て はい な
か っ たの で ある (ヨ - ゼ フ ｡ ロ ー ト 『放浪の ユ ダヤ人』 参照2 4)) 0
l
ハ ブ ス ブル ク帝国における ドイ ツ系住民の 大多数は､ ドイ ツ 民族主義的なイデオ ロ
ギ ー を信奉 して い たが ､ それ は超民族的な ｢カカ … ニ エ ン 2 5) 的な+ イ デオ ロ ギ ー に対
立するも の で あ っ たo 一 方､ ボ ヘ ミ ア ､ ガリチ ア ､ ブコ ヴイ ナ､ ス ロ ヴ ェ ニ ア ､ ク ロ ア チ
ア とい っ た地方や ､ ユ ダヤ人 の 間に は､ 超民族的な ｢ハ ブス ブルク神請+ の信奉者が最も
多く見出されたの で ある｡ ウィ ー ン ､ ブダペ ス ト､ プ ラ ハ の 間には確かに緊密な経済的 ･
文化的な関係が結ばれて い たが､ しかしハ ブ ス ブルク帝国の最も重要な生命線披､ ドイ ツ
との関係で あ っ た ｡
多民族国家の ハ ブス ブルク帝国にお い て ､ ドイ ツ人と ハ ン ガリ ー 人 は ｢歴史的な民族+
として他の異民族に対する ヘ ゲモ ニ ー を握 っ て い たが ､ こ の 諸民族がせ めぎ合う舞台に
あ っ て ､ ユ ダヤ人 は国民的な歴史を持たぬ ｢民族+ で あり ､ おそ らくはそれ故に ｢超民族
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悼+(supr a natio n alitat) とい うい く らか超現実的な理念を最もよく理解で き る立場に
あ っ たの で ある｡ ｢多民族 の中欧+ とい う 18 4 8年の 理想を最も長い 間大切 に して きた
の は ､ 自由主義的な ユ ダヤ 人作家と政治家で あ っ た｡ 少数民族 の統合 (連合) は､ 連邦
(F8de r atio n)とい う組織形態をとるほかはない o こ の 多民族国家 (N atio n aht凱e n sta at)
臥 当然の こ とながら ｢諸民族 ･ 同盟+(v81ker- V e rein)とい う体制になるで あろう｡
こ こ で ､ オ ー ス トリ ア にお ける ユ ダヤ人 が置かれ て い る微妙な立場に日を向けて み よ
う o たとえばカ フ カ との 関連 で チ ェ コ に お ける ユ ダヤ人 とい うも の を考えた場合､ も し彼
らが言語に規定された民族性の原理 (ドイ ツ語を使用する民族) に従うならば､ 彼らは人
種浪合地域に おける ドイ ツ人 と してチ ェ コ 人 の反感を買うで あろう｡ 一 方 ､ ガリチ ア地方
にお ける ユ ダヤ人がガリチ ア のポ ー ラ ン ド人 に同化した場合には､ 彼 らはル テ ニ ア人 の 憎
悪 を呼ぶで あろうo その逆の ケ ー ス も起こ りうる の で ある. したが っ て ユ ダヤ人 たちは､
全く当然の こ とながら民族主義者の 大部隊に対して 披､ オ ー ス トリア の 愛国者たらざるを
えな い の で ある｡ こ の ような状況 の中で ､ ハ ブ ス ブル ク喪主国における ユ ダヤ人 の アイ デ
ン テ ィテ ィ と ハ ブ ス ブル ク の 多民族の平和的共存の 理念は､ は た して どの ように結び つ
き､ どの ように調和 し合う の で あろうか｡
ユ ダヤ人は､ 中欧にお ける諸民族の連邦国家という理想の成立とそ の流布におい て 重要
な役割を演 じた｡ 今日の中欧の多くの 問題は次の事実､ すなわち こ の ｢世界国民 (コ ス モ
ポ リタ ン) +(Weltv olk) がナチス B ドイ ツ によ っ て考案され実行された ｢最終解決+ の
後に中欧地域から消滅して しま っ たとい う事実から､ 説明で きるで あろう ｡ こ の ユ ダヤ人
の裁滅よ っ て ､ 民族的で ある と同時に普遍主義的で あ っ た伝統も､ そ して ハ ブ ス ブルク家
の か つ ての 諸州における1 8 4 8年の 理念の伝統も､ こ と ごとく根絶や しにされて しま っ
たの である｡ 第 三帝国も第二 次世界大戦も､ ｢ハ ブス ブルク神話+ の意味における中欧的
世界構築の前提条件となる基礎を奪 っ て しま っ たの であ る｡
5 周縁(pe riphe ric)か ら の視点
中欧をハ ブス ブル ク君主国を中心にして捉えた場合､ その周縁地域が特別な光輝と陰影
とをも っ て 浮かび上が っ て くる｡ 歴史上 の ある時期におい て ､ ハ ブ ス ブル ク帝国の周縁地
域は､ 文化的営為の最も活発な場所として光彩を放 っ て い たの で ある0 1 9世紀から20
世紀の初頭にかけて､ 鶏多の芸術家､ 作家､ 哲学者たちが中 ･ 東欧の僻地から西欧の首都
にや っ て きて ､ 文化の隆盛期を実現するの に責献したの で ある. とりわ けウィ ー ンや ベ ル
リ ン は､ それらの中 ･ 東欧出身甲異才たちに文化的な恩恵を蒙 っ て い る ｡ それ らの中 ･ 東
欧か らの移住者たちは､ 彼 らの 出身地 の息吹を西欧の読者たちに伝え､ 西欧人の い まだ知
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らざる中 ｡ 東欧の 諸地方 の習俗や日常生活の無数の風景を書き残して ､ 忘れが たい 芸術的
形象を人 々 の 記憶の中に刻み 込んだ の で ある｡
中欧は､ 列強に よ っ て 作られ た単に虚構の地政学的な概念で はなく､ 苦か ら文学作品に
よ っ て伝えられて きた日常的な生活実感に相応する地理的 ･ 精神的空間なの で あ る｡ 中欧
の人々 の アイ デ ンテ ィ テ ィ は､ い わば中欧の諸文化間に共通 の精神的体験で あ るととも
に､ 歴史に刻まれた共通の記憶で もあ る｡ こ の 中欧の 周縁地域に おい て指導的な役割を演
じたの は､ ユ ダヤ人の著作家であ っ た ｡ ドイ ツ 人､ チ ェ コ 人､ ポ ー ラ ン ド人､ あ るい はウ
クライナ人 たち の 中心的な民族文化に対して ､ ユ ダヤ人たちが日頃常に体験させ られ た自
らの存在の ｢周縁性+ (Marginalit凱) は､ 彼ら ユ ダヤ人を特殊な境位に置く こ とにな っ
た｡ そ れがまた彼らに､ 独特の文学や文化を創造させ る こ とにも な っ たの で あ る｡ プ ラ ハ
やガリチ ア や ブコ ヴイ ナにお ける ドイ ツ語を母語とする ユ ダヤ人の場合がとく に そ うで
あ っ た ｡ (ハ ブス ブルク帝国の周縁地域に おい て 見る ベ き作品を残 したドイ ツ系作家娃､
ボヘ ミ ア あ るい はモ ラ ヴイ ア地方に定住して い た マ リ ー ･ フ ォ ン ･ エ ー ブナ - = エ ツ シ ェ
ンバ ッ ハ と フ ェ ルデ ィ ナ ン ト ･ フ ォ ン ｡ ザ - ル く らい なもので あ っ た｡ )
1 9 1 4年以前の時代におい て ､ ガリチ ア地方は民族複数主義(多元主義) の モ デル地
域で あり､ 民族的な相違が尊重された地域で あ っ たとい われる｡
かつ て の ポ ー ラ ン ド王 国の南部に位置して い て ､ 18世紀の ポ ー ラ ン ド分割の際に ハ ブ
ス ブル ク帝国の領土とな っ たガリチ ア と､ オ ー ス トリア ･ ハ ン ガリ ー 二 重帝国の最東端 の
国境に位置するブコ ヴイ ナは､ い ずれ も1 8 6 7年の ア ウス グライ ヒ以来ツ イ ス ライ タ ニ
エ ン ､ すなわち 二 重帝国のオ - ス トリア 側の領土に属す こ とに なるが､ こ の 二 つ の領土 は
実際には ハ ン ガリ ー よりも東側にあるとい う点で共通 して い る ｡ しかもそれ ら披､ 勝手に
作り出された属州で あり､ オ ー ス トリア ･ )＼ン ガリ ー 併合の時以来ハ ブ ス ブル ク君主国に
よフ て強要されたお仕着せ の 言語 ･ 文化を自らの アイ デ ン テ ィ テ ィ の条件として 選ばなけ
ればならなか っ たの で ある ｡ ガリチ ア がポ ー ラ ン ド分割から生まれ ､ 第 一 次世界大戦後は
再びポ ー ラ ン ドに編入されたと同じように､ ブコ ヴイ ナはハ ブス ブルク君主国や ロ シ ア ､
モ ル ドヴ ア ､ ル ー マ ニ ア とい っ た国々 の間で の 絶えず変更される国境の線引きから生ま
れ､ そ して第 一 次世界大戦後は再び地図の上 から消えて い っ た州で ある.
しかしこ れ ら二 つ の 州は､ ハ ブス ブルク帝国にと っ て 実験国家的な性格を持 っ て い たと
い える｡ つ まりそれ らの州は､ い わば諸民族の共生 の実験場で あり ､ とりわ け ユ ダヤ人住
民が重要な要素で あ っ たとい える. 1 84 6年の ポ ー ラ ン ドで の 暴動は､ ガリチ ア にお け
る民族間患の複雑さを物語 っ て い る ｡ 1 8 4 6年の革命騒動の際､ ハ ブス ブル ク帝国の周
縁部に居住して い た レオ ボル ト ･ フ ォ ン ･ ザ ッ ハ - = マ ゾ ッ ホと マ リ ー ･ フ ォ ン ･ エ ー ブ
ナ - = エ ツ シ ェ ン バ ッ ハ は､ こ の 恐ろ しい 事件につ い て思 い をめ(tt らし､ 二 人とも超民族
1 05
的な君主国と い う枠 の中で の諸民族グル ー プ の 和解とい う解決法を夢想 した. マ ゾッ ホ披
ス ラ ヴ人 (ル テ ニ ア 人) に共感を抱く人間で あ り､ エ ツ シ ェ ン バ ッ ハ は君主国の ドイ ツ系
少数民族集団に属して い た. (ガリチ ア の農民 たちが ､ 民族紛争に脅かされて い るウィ ー
ン の皇帝を自ら進ん で助 けに馳せ参 じたと い う神話が､ こ れ らの 作家の書物を通 じて広ま
り､ 17 93年の 西 フ ラ ンス の 反革命暴動にも似た ｢ガリチ ア の 反革命+ とい うイメ - ジ
が出来上が っ た ｡ )
1 8 4 6年から1 9 1 4年まで の 時代､ ユ ダヤ人 はガリチ ア の 全人 口の約1 0%で あ っ
たo ザ ッ ハ - = マ ゾ ッ ホは ､ ユ ダヤ人 ゲッ ト ー の 伝統的な生活を描い た唯 一 の 非 ユ ダヤ人
作家で あ っ た ｡ 彼の 見方 は ､ 概 して 共感的で あり ､ しかも審美的なも の で あ っ た｡ 彼 が
ウィ ー ン か らはる かに離れた こ の ｢東方 ユ ダヤの空間+ を異国趣味的な､ ややセ ン チメ ン
タル な文体で描くとき､ 西欧の人 々 の知らな い辺境の風景が哀愁を漂わせ つ つ はの見えて
くる｡ ポ ー ラ ン ド地域の ユ ダヤ人は､ 中世から居住 して い る住民で あ っ た ｡ 1 9世紀後半
の ハ ブス ブルク君主国に お い て ､ ポ ー ラ ン ド地域 の ユ ダヤ人は全 ユ ダヤ人人 口の ほぼ四分
の - を占めた の で あ るo ガリチ ア にお い て は ､ ユ ダヤ人 比全人 口 の 1 0 0/.足 らずで あ っ
た｡ ･ しかしい くつ か の 小都市で は､ ユ ダヤ人は多数派を形成 したの で あ る｡ ク ラク フ とか
レ ン ベ ル クの ような比較的大きな都市で は､ ユ ダヤ人は全人 口 の ほぼ四分の - で あ っ た｡
ユ ダヤ人は ､ 啓蒙君主 ヨ - ゼ フⅠⅠ世の 布告により解放された民族集団として容認されたに
もかかわらず､ ハ ブス ブル ク君主国に お い て は決して独自の 民族として機能する こ とはな
か っ たo
.
そ して その実態に つ い て ､ すなわ ちイ デ イ ッ シ ュ 語や ヘ ブライ語 の使用 の実態と
か､ 宗教生活や信仰 の 問題に関して ､ 統計的に調査される こ とも なか っ た ｡ ガリチ ア の ユ
ダヤ人 の うち6 0%から80%は､ 長年にわた り伝統的な生活形式を忠実に守 っ たとい わ
れる｡
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ヨ - ゼ フ ･ ロ ー トはウィ ー ンで の 生活体験に基づ い て ､ 差別 の中に さらに差別を
生 み出す (差別 の 二重構造)大都会の過酷な生活の 一 端を､ 『放浪の ユ ダヤ人』 と
い う エ ッ セイ の中で記して い る｡ そ こ には東方から移住して来た ユ ダヤ人 たちが ､
レオボル トシ ュ 夕 ッ トの貧民街で ､ 一 世代前の同化した ユ ダヤ人たちよりもさらに
貧しい悲惨な生活を送 っ て い る様子が描かれて い る｡ ヨ - ゼ フ ･ ロ ー ト著 『放浪の
ユ ダヤ人』 (平田 ･ 吉田訳) (法政大学出版局､ 1 9 8 5年) ､ 4 4- 5 5頁参
照｡
Kaka nie n･ オ ー ス トT)ア ･ ハ ン ガリ ー 二 重帝国の k ais erlich(皇帝の) と k8miglich
1 0 7
(王国の) の略語 k･ u ･ k･ からロ ー ベ ル ト ･ ム ー ジ ル が作 っ た造語で ､ 彼の 未完の 長
編 『特性 の な い 男』 に 出て くる架空の国の名前｡
1 0 8
第2車 ヨ - ゼ フ ｡ ロ ー トと ザ ッ ハ - = マ ゾ ッ ホ
1 ヨ ー ゼ フ ｡ ロ - ト
以下 に お い て は ､ ガリチ ア 出身の 二 人 の作家､ ヨ - ゼ フ ｡ ロ ー トと レオ ボル ト ･ フ ォ
ン ｡ ザ ッ ハ - = マ ゾ ッ ホに つ い て ､ それ ぞれ ｢周縁+ とい う視点からそ の 生 き方 と作品の
意味を論じて み たい ｡
ヨ - ゼ フ ｡ ロ - ト娃､ 189 4年9月 2 日皇帝フ ラ ン ツ ･ ヨ - ゼ フⅠ世治下 の オ ー ス ト
リア - ハ ン ガリ ー 二 重帝国 の東部国境の 町､ ガリチ ア の プロ デ イ に生まれた . 当時の ガリ
チア は帝国最大 の直轄州で あ っ たが､ ポ ー ラ ン ド人､ ル テ ニ ア 人を中心 に､ ユ ダヤ人 ､ ハ
ン ガリ ー 人 ､ ル ー マ ニ ア 人 ､ ドイ ツ人 な ど､ 約八 百万人 の 多種多様な人種が住み､ カ ト
リッ ク ､ プ ロ テ ス タ ン ト､ ユ ダヤ教など､ 様々 な宗教が混在 して い た｡ 言語的に は帝国の
公用語と して の オ ー ス トリ ア ｡ ドイ ツ 語の他に ､ 日常語として 披ポ ー ラ ン ド語､ ル テ ニ ア
請 (ウク ライ ナ語) ､ ル ー マ ニ ア 語､ ク ロ ア チ ア 語､ そ してイ デイ ッ シ ュ 語な どの 多様な
言葉が話されて いたo ガリチ ア 地方は､ ｢唯 一 の 生産的階級+ で あ っ たとされる農民たち
をも含め､ 住民は こ とご とく貧しく､ 民族間の憎悪や争い が繰り返され､ 反 ユ ダヤ主義に
根ざすポグロ ー ム (ユ ダヤ人に対する集団襲撃) が頻発する土地柄で もあ っ た｡
オ ー ス トリ ア社会 へ の 同化を目指す比較的裕福な ユ ダヤ人家庭の多くがそうで あ っ たよ
うに ､ ロ ー トが育 っ た家庭で もイデ イ ッ シ ュ 語で はなく､ ドイ ツ語が話されたとい うo
ロ ー トは精神病に躍 っ て 家族から遠ざけられた父親の顔を見た こ とがなく､ い わば母子家
庭で育 っ た ｡ 彼はブロ デイ の ドイ ツ語系の高校で あるク ロ ン プリ ン ツ リレドル フ ･ ギム ナ
ジウムで学んだ後､ 191 3年州都の レ ン ベ ルク大学に入学する｡ しか し同大学はすで に
18 7 1年以来､ ポ ー ラ ン ド語 が講義用基本言語に定められ､ ポ ー ラ ン ド民族運動の拠点
とな っ て い たの で ､ ロ ー トはい ちはやく帝都ウィ ー ン 大学に移籍し､ そ こ で ヴァ ル タ ー ･
ブレヒ ト教授の も とで ドイ ツ文学を専攻して い る｡
ロ ー トは自分が生まれた時代を次の ように認識して い るo すなわち彼は自分の時代を､
1 9世紀に西 ヨ ー ロ ッ パ が作り出した国籍や国家の概念に基づ い て ､ (多民族国家オ ー ス
トリア ･ )＼ン ガリ ー 帝国におい て も諸民族の 民族意識が目覚め､ ) い まや ｢民族問題が激
しさを加え始め+ るととも に､ もともと ｢国家 へ の 帰属など全く気にもとめな い 人 々+
も､ ｢真の市民的個人として認められたければ､ すべ て の個人が特定の 民族ない し人種に
帰属しなければならなくなりつ つ ある時代+ とい う風に規定 して い る. ロ ー トによれば､
｢これまで オ - ス トリア人以外の何者で もなか っ たすべ て の人間が､ 《時代 の要求に従 っ
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て》ポ ー ラ ン ド､ チ ェ コ ､ ウクライ ナ､ ドイ ツ ､ ル - マ ニ ア ､ ス ロ ヴ ェ ニ ア ､ ク ロ ア チア
国民 へ の帰属を公言 し始め た+ の で ある ｡ 1) ロ ー トの 意識の中で は東欧ガリチ ア は ､ 西
欧社会とは違 っ て ｢い く つ もの言語を話し､ い くつ も の 人種の浪清から生まれ+ ､ 咽家
へ の 帰属など全く気 にも とめ ない 人 々+ の住む多民族共存の世界として捉えられて い る ｡
(もともとガリチア 臥 ロ シ ア やポ ー ラ ン ドな どの 国々 が こ の 地を支配す る以前から存在
する土地で あり､ 地名で あ る. 1 7 7 2年 の ポ ー ラ ン ド分割にともない ､ ガリチ ア はオ ー
ス トリア 帝国に帰属 し､ レ ン ベ ル ク (現ウクライ ナ共和国第二 の都市ル ヴオ フ) が帝室直
轄領ガリチ ア ･ ブコ ヴイ ナ州の州都となり､ ウィ ー ン からの直接支配が強化された｡ こ の
体制は帝国が解体する1 918年まで続く｡ )
ロ ー トが生 まれた ブロ デ イ の 町は､ 自作の 小説 『ラデ ッキ 一 行進曲』 に おい て も トロ ツ
タ少尉の勤務地として 登場し､ ｢ロ シ ア 国境からニ マ イ ル と離れ て い ない と ころ に駐屯し
て い る狙撃大隊 の兵営が町 の中央にある､ 人 口 一 万 人 の 都 邑+ と紹介され て い る｡ ブロ
デイ は､ もとも とポ ー ラ ン ド､ プ ロイ セ ンから黒海沿岸や トル コ へ の 商業ル ー トの 要衝で
あ っ たこ とか ら､ 第 一 回ポ ー ラ ン ド分割 (1 7 72) の あ と､ 1 7 87年にブロ デ イ を訪
れたオ ー ス トリア の啓蒙君主ヨ - ゼ フII世によ っ て ､ 西の トリ キ ス テ な どととも に17 8
9年自由交易都市の特権が与えられ､ ヨ ー ロ ッ パ 諸都市とロ シ ア や黒海沿岸諸都市との交
易の 重要な拠点となり ､ レ ン ベ ル ク ､ ク ラ ク フ に次モガリチ ア第三 の商業都市に成長 し
たo と こ ろが1 9世紀後半にな っ て 鉄道が主要な交通手段となると､ 幹線がブロ デ イ を通
らず遠く離れたと こ ろに敷設されたの で ､ ブ ロ デイ は急速に衰退し凋落 した｡ 18 7 2年
に 二 万四千人ま で膨れ上が っ て い た人 口 は､ 1 8 9 4年に は 一 万八千人 に減少して い る｡
ブ ロデイ 姓､ ①国境の密貿易､ 密出入国の巣窟､ ②ユ ダヤ人 の 町､ ③ドイ ツ言語文化の
前哨基地､ と い うふう に性格づ けられ る こ とがある｡ 17 8 7年に ブ ロ デ イ を訪れた ヨ -
ゼ フⅠⅠ世は､ 首相カウ ニ ツ ツ侯宛の書簡の中で ブ ロ デイ を ｢新 エ ル サ レ ム+ と呼んだよう
に､ 当時すで に九千人 の ユ ダヤ人 が居住して い た こ の 町は､ 束方 ユ ダヤ人 の精神文化の中
心で あ っ た o ヨ ー ゼ フⅠⅠ世の ｢寛容令+ と ユ ダヤ人解放政策によ っ て ､ ブロ デイ は東欧の
他の シ ュ チ ッ トル よりは るかに恵まれた経済基盤に立ちながら､ オ ー ス トリア社会 へ の 同
化の姿勢を強めて い っ た｡
ロ ー トは1 9 0 5年から19 1 3年まで地元 の ｢皇太子 ル ドル フ 人文高等学校+ へ 通学
したが､ 彼が入学したとき同校の生徒数約七百人､ その 半数が ユ ダヤ人で ､ 授業はま だド
イ ツ語で行われて い た ｡ しかし1 9 0 0年前後からガリチ アで も民族運動が高まり､ ドイ
ツ語を根幹とするガリチ ア の 多民族文化世界もポ ー ラ ン ド､ ル テ ニ ア (ウク ライ ナ) 民族
の攻勢によ っ て 揺らぎ始めたの で あ っ た ｡ 1 9 1 0年の時点で の ガリチ ア の総人 口は八百
二万五千人､ その 5 8､ 6%がポ ー ラ ン ド系､ 4 0､ 2%がル テ ニ ア系､ 1､ 1 4%がド
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イツ系 の 人 た ちで あ っ た o ユ ダヤ 人は帝国内で独自の 民族とはみ なされて い なか っ たか
ら､ 公式 の統計に は表われて こ ない が､ 10 ､ 8 5%に当たる8 7万人が ユ ダヤ 系で あ っ
たとされて い る ｡
ロ ー トが レ ン ベ ル ク大学に入学 したときに臥 すで にポ ー ラ ン ド語が講義用言語と定め
られ､ 大学はポ ー ラ ン ド民族運動の拠点とな っ て い た. 三月革命を経て ､ イタリ ア統 一 戦
争､ 対プ ロ イセ ン戦争､ ハ ン ガリ ー の 自立 を認め る 二 重帝国の成立など､ 外国との 戦争に
欺北したり､ 国内諸民族の要求に譲歩せ ざる をえなか っ たウィ ー ン政府が､ ポ ー ラ ン ドと
の平穏な関係維持の ために ､ ガリチ ア ､ 特に レ ン ベ ルクの ポ ー ラ ン ド化を黙認せ ざるを得
なか っ た点も ､ そ の ような趨勢に拍車をかけたの で ある. こ う して 1 87 0年に 放レ ン ベ
ルクはル ヴオ フ とい うポ ー ラ ン ド名で も呼ばれるようになり､ 自治権も認められるよう に
な っ たo こ れ に伴い学校などの 公的機関で はポ ー ラ ン ド語も授業用語､ 官庁用語として公
認されるように な っ たo ブロ デイ と違 っ て ､ レ ン ベ ルクで は ユ ダヤ系住民も 18 6 0年代
の初めからポ ー ラ ン ドへ の 同化 の傾向を強めて い たの である｡
一 方人 口の 約四十 パ ー セ ン トを占め て い たル テ ニ ア 人 (ウクライ ナ人) は危機感を深
め､ ポ ー ラ ン ド人と対立す るようにな っ た . こ う して レ ン ベ ルク臥 ポ - ラ ン ド､ ル テ ニ
ア 両住民の 民族対立の場となり､ 1 9 10年にはレ ン ベ ルク大学へ の ウクライ ナ語講座の
増設､ あるい は独自の
.
ウク ライ ナ大学の創設問題をめ(r っ て 激 しい 衝突が起こ っ て い る .
ユ ダヤ人学生や ユ ダヤ人知識人は レ ン ベ ル ク を避けたり離れたりするようにな るが､ そ
の 一 つ の原因は､ レ ン ベ ル クに急速にシオ ニ ズム が広まり､ ポ ー ラ ン ド語の最初の シオ ニ
ズム新聞が発行されるなど､ 同化とは相容れない 運動が起こ っ て きたからで ある . ロ ー ト
も主張 して い るように､ 汎ヨ ー ロ ッ パ 文化 へ の 同化を志向する知的ユ ダヤ人にと っ て ､ シ
オニ ズ ムは ｢すで に克服された原始的な国家の存在形態へ の逆戻り+ であ っ て ､ 超国民的
特性に生きようとする ユ ダヤ人 には採る べ き道で はなか っ たの で ある0 18 70年以降は
ガリチ ア の ユ ダヤ人住民がウィ ー ン へ 移住 する傾向が強まり ､ 1 8 6 9年には約四万人
だ っ たウィ ー ンの ユ ダヤ人臥 約四十年後の 1 9 10年には十七万五千人 にまで膨れ上が
り､ その 過半数がガリチ ア からの流入 ユ ダヤ人 であ っ た ｡ ロ シ ア に 国境を接して住む ユ ダ
ヤ人たちは､ 殺教と略奪とポグロ ー ム の危機に常にさらされて い たの で あるが ､ 彼 らの 眼
にはハ ブス ブル ク家の宮廷所在地で あるウィ ー ンは どこ よりも安全な避難場所に映 っ たの
である｡
｢こ の - 音節からなる首都の名臥 帝国領の も っ ともはずれの片田舎にい る者にと っ て
常に心を沸き立たせる響きをも っ て い た｡ 絢欄豪華その ものと して ､ この 世の絶対的な美
として ､ 煩瓦や石で はなくきらめく水晶からで きて い るにちがい ない 壮麗な宮殿が建ち並
び､ 夜の帳さえそ こ に おりるのもはばかる都として ウィ ー ン を思い 描い て い た ｡ + 2)
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これ は ロ ー トと同じガリチ ア の辺境に生まれた作家マ ネス ･ シ ュ ペ ル バ ー の 回想の - 節
で あ る が､ おそ らく青春期 の ロ ー ト自身もま っ たくこ れ と同 じ心情で オ ー ス トリ ア = ハ ン
ガリ ー 帝国の都ウィ ー ン を理想化 しつ つ 夢見たの で あろう .
ロ ー トにと っ て ガリチ ア の地辻 ､ 偉大な自然の中で唯 一 の 生産的階層で あ る農民と敬度
な ユ ダヤ人 が､ 西の 文明 に毒されな い素朴な生酒を送 っ て い る聖 なる地で あるとい うポジ
テ ィ ブな側面と､ 帝国の最東端に あ っ て脅威と没落とにさらされた宿命の地､ 大戦の前線
基地で あ り､ ポ グロ ー ム が横行し､ 民族間の抗争が絶えない 土地で ある とい うネ ガテ ィ ブ
な側面とが共存して い る. (ロ ー トは ､
■
『ラデ ッ キ 一 行進曲』 をは じめ自作品の随所で ､
皇帝フ ラ ンツ ･ ヨ - ゼ フⅠ世を敬愛 の念をこ めて描い て い る . 18 9 4年9月7日に皇帝
はガリチア を訪問し､ 東方 ユ ダヤ人た ちの間に ｢ユ ダヤ人の 父 なる皇帝+ とい うイメ ー ジ
を膨らませ たと い われ る. また皇帝の い わゆ る ｢親 ユ ダヤ的な態度+ 披､ 彼が反 ユ ダヤ的
なカ ー ル ･ ル エ ー ガ - の ウ ィ ー ン市長 へ の 就任 の 承認を 三度拒否したこ とによ っ ても証明
された､ と ユ ダヤ人 たちは考えたの で ある. また ツ ヴァ イ クも言うように､ ロ ー トの 故郷
の 小さな町で は､ ユ ダヤ人が感謝の眼差 しをウィ ー ン に向けて お り､ 遥 か彼方におわしま
す皇帝を畏敬の念をも っ て讃 え愛して い たの で あ るが､ ロ ー ト自.身も皇帝とそ の 軍隊に対
する畏敬の念を､ 少年時代の神話として東の故郷からウィ ー ン へ 携 えて来たの で ある｡ )
ロ ー トがウィ ー ン に住ん だの は ､ 1 91 3年の秋から1 6年 の秋にかけて と､ 19年か
ら翌年にかけて の合わ せて数年にすぎな い o ロ ー ト自身 ｢ウィ ー ン へ や っ て来る東方 ユ ダ
ヤ人披､ 二 十の地区からなる市の第 二 区 レオボル トシ ュ 夕 ッ トに住み つ く+ 3) と書 い て
い るよう に､ 彼も最初は レオ ボル トシ ュ 夕 ッ トに住んだが ､ 現実の 生活は過酷なも の で
あ っ た ｡ レオボル トシ ュ 夕 ッ ト披､ 二 十区 の ブリギ ッ テ ナウ と同様､ 1 9世紀末から東欧
出身の貧 しい ユ ダヤ人移住者が多く住み つ き､ さらに そ の 地区内で は彼らは､ 貧富の 差､
階層別 に特定の街区､ 特定の ア パ ー トに集ま っ て住む傾向が見られたo そ こ はユ ダヤ 人た
ちが社会から植えつ けられ た劣等感をさらに弱い者 へ と転嫁 し､ 他人の不幸を自分の それ
と比 べ て は安心するとい う貧しい 人々の住むとこ ろであ っ た ｡
ロ ー トはウィ ー ン の 生活体験に基 づ い て ､ 差別 の中にさらに差別を生 み出す大都会の過
酷な生酒の 一 端を､ 『放浪の ユ ダヤ人』 という エ ッ セイ の中で記して い る. ｢レオボル ト
シ ュ タ ッ トは貧しい地区で あ る｡ 六人家族の 一 家が住んで い る ような小さ い住ま い が い く
つ もある｡ 床の 上で 五十人も六十人もの人間が夜を過ごして い るような小さな宿屋が いく
つ もある. 浮浪者たち虻プ ラ - 夕 - をね(.t らにして い る . 駅の 近くには労働者の なかで も
一 番貧 しい 者たちが住んで い る去 来方 ユ ダヤ人の 生活は､ この 地区の キリス ト教住民より
決して よくはない ｡ 彼 ら披子沢山で ､ 衛生観念に乏しく､ 清潔 にする習慣を持たな い の
で ､ 背からきらわれ て い るo 彼らの世話を買 っ て 出る者は誰 一 人もい ない ｡ 第 一 区の編集
112
局に席を置く彼らの 従兄弟や宗旨仲間披《既 に》ウィ ー ン人で あり､ それ故､ 東方 ユ ダヤ
人の 一 族で あるこ とを望まず､ また決して そんなもの に間違えられたくない の で あるo キ
リス ト教社会党の党員やドイ ツ国民党の党員たちは､ 反 ユ ダヤ主義を綱領の 重要 な項目と
して掲げて い る｡ 社会民主党の党員は《ユ ダヤ人の 党》 とい う評判が立 つ こ とを恐れて い
る｡ ユ ダヤ国民党はほぼ無力な存在とい っ て よかろう｡ そ の うえ ユ ダヤ 国民党はブル ジ ョ
ア政党で ある｡ しかるに東方 ユ ダヤ人 の 大部分娃プ ロ レタリ ア - トなの だ｡ + 4)
ロ ー トよりも - 世代前の 同化した ユ ダヤ人 ､ たとえばカ ー ル ･ ク ラウス の 一 層屈折 した
風刺と批評に比 べ れば､ ロ ー トの ユ ダヤ人同胞に対する態度ははるかに人間的な温かみ に
満ちて い る｡ 一 世代前の ユ ダヤ人 たち の ウィ ー ン の社会と文化 へ の 同化は､ 実は意識の深
い とこ ろで は己れ の アイデ ン テ ィ テ ィ からの逃避にほかならなか っ た ｡ 彼 らは結局､ ユ ダ
ヤ人で ある こ とから逃れようとして も逃れられなか っ た の で あるo 同化披､ 一 歩間違えば
自己卑下 ､ 自己嫌悪 ､ 自己蔑視､ さ らには自己否定 へ と反転し､ つ い には自己破壊 へ と突
き進む危険を秘 め て い たの で ある｡
シ ュ テ フ ア ン ･ ツ ヴァ イ ク によれば､ ロ ー トの中には三種類の 人間､ すなわちカ ラ マ ー
ゾフ的な ロ シ ア 的人間と､ 優雅に洗練されたオ ー ス トリ ア的な人間と､ 古くからの 智恵を
宿した ユ ダヤ的人間とが棲んで い て ､ こ の 特異な混合が ロ - トの作品の世界の ユ ニ ー クな
魅力の源をな して い たとい われる｡
第 一 次世界大戦が勃発して か ら､ ロ ー トは自ら志願してウ ィ ー ン の 第2 1狙撃兵大隊に
入隊し､ 士官候補生とな っ て 東部戦線で戦 っ た . 敗戦後ウィ ー ン に戻り､ 生活費を稼(･ た
め新聞に投稿を し始めたo やがて ベ ル リン に移り､ フ リ ー の ジャ ー ナリス トと して活動す
るうちに ､ だんだん その 記事が注目を集めるよう になり､ 1 9 23年 に披 ｢フ ラ ンク フ ル
夕 - ･ ツ ア イ トウ ン グ+ の 編集部に招解され ､ 以後そ の特派員と して ､ ほとん ど全 ヨ ー
ロ ッ パ を巡 り回 っ て ､
j
特異な旅行記とルポルタ ー ジュ で新聞紙上を飾り､ その ほかに も数
l
多くの エ ッ セイ ､ 随筆､ 書評な どを書い て ､ 多産で輝かしい ジャ ー ナリス トと して活躍 し
た｡
ベ ル リ ン に移 っ て からまもなくウィ ー ン の女性と結婚するが､ しか しその後 こ の妻が精
神分裂症を発病して精神病院に入 っ て から披､ ロ ー トは放浪生活をするようになり､ 定
ま っ た住居を持たずホテ ル からホテ ル へ と移り住みながら､ 文筆活動を送 っ た｡ こ の よう
に転々とホテ ル を住み歩く生活は､ 妻が精神病院に入 っ たという家庭の事情や､ ジャ - ナ
リス トとして の 生酒の特殊性､ 生来ロ ー トの中にある放浪者的な傾向に基づ い て い たで も
あろうが､ 同時にそれは自分の属して い た世界を大戦とともに永久に失 っ て しま っ たロ ー
トの 心に深くひ そむ故郷喪失の感情に根をおろ した生活形態で もあ っ たの で ある｡
ロ ー トは1 9 1 8年に こう書い て い る ｡ ｢私 の も っ とも強烈な体験は戦争と私 の祖国､
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私が これまで に所有 して い た唯 一 の も の ､ すなわちオ ー ス トリ ア ･ ハ ン ガリ ー 君主国の没
落で あ っ た ｡ + 5)
ロ ー トはす ベ て を語り尽くさずに余韻を持たせ る手法の名人 で ある｡ 元来批判的な論争
好き の エ ッ セ イス トで ある にも かかわ らず､ 小説の中に理論的で抽象的な説明や観念を決
して持ち込まずに､ 人 間の 行為や動き､ その 姿や会話だけをひたすら描写するo 彼披徹底
的に視覚型 の作家だ っ た ｡ 彼は ､ 作中の 人物に対して決して暖か い 人間的な感情を失わな
い ｡ そ れで い て 作品の世界に対する距離を常に保ち､ 客観的に作中人物 の 心理 を追 い なが
ら､ 彼らの運命を冷厳に描き出すの である｡ しかも ロ ー ト特有の ほろ苦い フ モ - ル と､
ウィ ー ンの 小説の伝統とも い う ベ きけだるい 憂哲な悲 しみの情調で作品を包むの で あ る｡
ロ ー トは完全 な意味で物語作家で あ っ た｡ 小 説技法 の革新な どに意を用 い ずに ､ 19世
紀以来の 小説の伝統に身を置きながら､ ひ たす ら物語を物語 っ た作家であ っ た｡ ロ シ ア 文
学で は トル ス トイ とゴ - ゴ リ､ フ ラ ン ス 文学で はフ ロ ー ベ ー ル とスタンダ ー ル ､ それ にガ
リチ ア の ユ ダヤ人伝説などの影響を受けて い る｡ 8)
Dl- トは1 9世紀的な手法､ すなわち全知 の語りによ っ て ､ 作中人物 の内面描写を行な
い なが ら､ それ ぞれの 重要な作中人物の人間像を細やかに浮かび上がらせ て い る｡ そ の よ
うな内面描写を通じて ､ 作者あ るい は語り手の作中人物に寄せ る暖かな眼差 しが感じとれ
るの で ある｡
ヨ - ゼ フ ｡ ロ ー トの 文名を高めた代表作は､ な んと い っ て も 19 3 2年に発表された
『ラデッキ 一 行進曲』 で あ っ た｡
フ ラ ン ツ ･ ヨ - ゼ フⅠ世の 生命を救 い ､ 貴族に叙せ られた ト ロ ツ タ家三代 の運命を描き
ながら､ オ ー ス トリ ア ･ ハ ン ガリ ー 二 重帝国の没落を見事に描い たこ の 小説は､ こ の 古い
君主国を限りなく愛した苧 - ゼ フ ･ ロ ー トが失われ た魂の故郷に捧げた哀切な挽歌で あ っ
たo したが っ て こ の 小説の主人公は､ トロ ツ タ 家の 三代目で あ るカ ー ル ･ ヨ - ゼ フ で ある
と同時に､ オ ー ス トリア ･ ハ ン ガリ ー 帝国その もの なの で ある｡
こ の 小説で ロ ー トは彼 の 小説技法の特徴を遺憾なく発揮して ､ ごく日常的な情景を描き
ながら､ 平凡な日々の明け暮れ のうちに､ すで に内部から蝕まれ始めて い る こ の大帝国が
徐々に崩壊 へ と近づ い て ゆくさまを､ 見事に描き出すこ とに成功して い る｡ そ して短 い セ
ン テ ンス を好む抑制された文体で ､ 登場人物の 一 人 一 人が実にあざやかに浮き彫りされて
い るので ある｡
ト ロ ツ タ家三代にわた っ て の 没落を描い て い るとい う点で オ ー ス トリア の 『ブ ッ デ ン ブ
ロ ー ク家の人々』 とも称されるヱの 小説は､ 失われ た 一 つ の 世界､ 失われ た 一 つ の 時代を
見事に描き出した傑作として後世に残るで あ ろう. 特 に トロ ツ タ家の 三代目で あ るカ ー
ル ･ ヨ - ゼ フ 臥 自らの所属する軍隊というも の に存在意義が見出せず､ 軍隊から落ち こ
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ぼれて しまう人間で あるが､ そ の ような在り様披 『ブッ デ ン ブロ ー ク家の 人々』 の申で ､
極度の 芸術的洗練の代償として実人生 に 立ち向かう生命力をしだい に喪失して ゆくハ ン
ノ ー 少年の 姿を努驚さ せる｡
カ フ カもそうであ るが ､ ロ ー トは最良の オ ー ス トリ ア 的伝統に根ざ した､ 清深で 正確で
柔軟なドイ ツ語を書い たo カフ カがこ の 世の 享楽を遮断して ､ ひ たすら不安 (形而上的不
安ともい う べ きも の) とい う唯 一 の テ ー マ を様々 に変容させ ながら物語 っ た の に対 し､ 一
方の ロ ー ト披こ の 世の 喜び ､ 享楽を受け入れながら､ こ の 世界の多様性を綿々 と物語 っ た
のである｡
ヨ - ゼ フ ｡ ロ ー トの 小説6編 の うち､ 3編の主人公 臥 旧き ドナウ帝国の オ ー ス トリア
人であるo こ の ドナウ帝国それ自体が 一 個の ヨ ー ロ ッ パ で あ っ て ､ ウィ ー ン や プラ ハ や ブ
タ ペ ス トやク ラク フ と い っ た首都をい ただき､ その 地政的 ･ 言語的相違に もかかわらず､
い ずれも が披なはだオ ー ス トリ ア的な首都で あるo たとえばわれ われは､ こ れ らの い ずれ
の 都市を訪れて も､ そ の本質にお い て 一 様な特徴と雰囲気をもつ カ フ ェ に出会う こ とがで
きるo こ の ヨ ー ロ ッ パ の ミ ニ ア チ ュ ア帝国こ そ､ ヨ - ゼ フ ･ ロ ー トの愛 したもの で あり､
その 実体が四散して理念の み が残 っ ても ､ なお彼汝帝国に対する忠誠を変えなか っ た. そ
して つ い には亡命の最後 の ハ ブス ブルク人と して ､ その理念を体現 して い たの で ある｡
親友ケス テ ン の 言葉を借りれば ､ ロ ー トは彼 の 時代 の最も したたかな飲み手 の 一 人 で
あ っ た｡ 彼は自己を忘れようとして飲ん だ 『ラデ ッ キ - 行進曲』 のカ ー ル ･ ヨ - ゼ フ の よ
うに､ ア ル コ ー ル に溺れた｡ 彼の ア ル コ ー ル中毒は､ 亡命の 年の 1 93 3年に始ま っ て お
り､ 緩慢な自殺行為とい うもの で あ っ た o ロ ー トは1 939年､ 44歳で パ リで死 んだ.
ハ ブス ブル ク家の後藤は､ ロ ー トの パ リの 基地に花輪を捧げて ､ こ の 熱心な王党派 の 死を
悼んだと い われ る｡ (晩年彼は､ オ ー ス トリ ア ･ ハ ン ガリ ー 二 重帝国こ そ多数の民族が家
父長的な枠で共存で きる理想的な国家だと考えるようにな っ たが､ そ こ に は生涯を自ら速
l
んだ放浪生活､ 亡命生酒の うちに送 っ た彼の愛惜して やまない 失われた世界 へ の郷愁が揺
曳して い る ｡ )
『ラデ ッキ 一 行進曲』 は､ ス ロ ヴェ ニ ア人で あ る トロ ツ タ家の 三代にわた っ て の 物語が
筋の骨格をなして い る｡ 祖父 の ヨ - ゼ フ ･ トロ ツ タ ･ フ ォ ン ･ ジ ポ ー リ エ 臥 ソ ル フ ェ
リ ー ノ の 戦い (1 8 5 9年オ ー ス トリ ア 軍が､ 北イ タリ ア解放を狙うフ ラ ンス ･ サル デイ
ニ ア 同盟軍と対戦して敗れた戦い) におい て ､ 皇帝フ ラ ン ツ ･ ヨ - ゼ フ の命を救い ､ その
手柄によ っ て ､ マ リア ･ テ レ ジア 勲章と貴族の位 (男爵) を授けられる｡ その 息子 は､ 父
親の希望によ っ て 行政官の道を歩む こ とになり､ 父親の武勲 (ソル フ ェ リ ー ノ の 戦い にお
ける功績) も幸い して 上層部から目をかけられ､ 有能な役人として出世 して ゆく｡ やがて
父親の ヨ - ゼ フ ･ トロ ツ タ ･ フ ォ ン ･ ジポ ー リ エ 男爵の 死後､ 息子はオ ー ス トリア ･ ハ ン
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ガリ ー ニ 重帝国内の メ - レ ン (モ ラ ヴイ ア) 地方の 郡役所所在地W市 の郡 長 に昇進するQ
郡 長に 汝 一 人息子 の カ ー ル ｡ ヨ - ゼ フ が い るが､ 息子 披父親の意志によ っ て メ - リ ッ
シ ュ = ヴア イス キル ヒ ェ ン にあ る騎兵幼年学校に入れられ ､ 将来は軍人 と して身を立 てる
べ く定め られて い た. 毎 日曜 日､ 郡長の官邸 の バ ル コ ニ ー の 下で 軍楽隊が行進曲を演奏す
る慣わしに な っ て い る が ､ 夏 の 休暇で故郷に帰 っ たカ ー ル ｡ ヨ - ゼ フ は ､ 宮邸 の バ ル コ
ニ ー の生 い 茂 っ た葡萄の葉陰に隠れて 立ちなが ら､ 軍楽隊の演奏に珂を傾ける｡ そ して彼
は ハ ブス ブル ク家へ の親近感を覚えながら､ 少年らしい 熱中 した心 で ､ と りわ け皇帝に､
慈悲深く､ 偉大 で気高く､ 公正 で ､ 限りなく遠い存在で あ りな がら､ それ で い て近 しく､
そして 軍隊の将校たちに特に好意を持たれ て い る皇帝に､ 深い 親愛の情を招く｡ 軍楽を､
とりわけラ デッキ 一 行進曲を聞きながら皇帝陛下 の ため に死ぬの だ っ たら､ 死ぬ こ とは ど
んなにたやすい こ とだろう､ それ こ そ最高の 死 で あるとさえ思うの だ っ た｡
父親の 郡長も保守的な考えの持ち主ながら､ オ ー ス トリア ･ ハ ン ガI) - 君主国､ そ して
皇帝フ ラ ン ツ ･ ヨ - ゼ フⅠ世 に対 して衷心から忠誠を誓 っ た人間で あ っ た ｡ 彼は､ ｢革
命+ とか ｢少数民族+ とか ｢ナ ツイ オ - ン+ とい う言葉が何よりも嫌 い な報 っ か らの 王党
派だ っ たの で ある｡
幼年学校時代 の カ - ル ･ ヨ - ゼ フ を母親の よう に優しく包み ながら､ 愛 の 手ほ どきを し
てくれたス ラ ー マ 夫人 (ス ラ - マ 曹長の 妻) が難産の ため亡くなる. 母親を早く亡くした
ために母 の記憶はほとん ど残 っ て い なか っ たカ ー ル . ヨ - ゼ フ に と っ て ､ 木犀草の香水の
匂い の吉弓憶に結び つ い たス ラ ー マ 夫人 披い わば母親 の ような存在で あ り､ 彼女の死 披彼 に
と っ て初めて の 死 との 出会 い で あ っ た｡
その後少尉に任官されたカ ー ル は､ 第十槍騎兵連隊に配属され る. そ こ で 彼は連隊付医
官ドク トル ･ マ ッ クス ･ デ ー マ ン トと知り合 い ､ 親しくな る. ある日カ ー ル ･ ヨ - ゼ フ が
たま たま劇場から 一 人で 出て きたデ ー マ ン ト夫人 を家まで送り届けるが､ それが他の将校
たちの誤解を招き､ そ れ がも とで マ ッ クス ･ デ ー マ ン トと騎兵大尉タ ッ テ ン パ ツ ハ 伯爵と
が 口論をし､ 据酔したタ ッ チ ンバ ッ ハ がデ ー マ ン トに向か っ て ｢ユ ダヤ人､ ユ ダヤ人 ､ ユ
ダヤ人!+ と怒鳴 っ て侮辱 したために､ 二 人は決闘をする羽目になり､ 結局 二 人とも死ん
で しまうo カ ー ル は､ デ ー マ ン トが書き残 した手紙により､ 彼のサ ー ベ ル と銀の懐中時計
を譲り受ける｡
こ の こ とがあ っ てカ ー ル ･ ヨ - ゼ フ は､ 君主国の北東にあるオ ー ス トリ ア と ロ シ ア の 国
境の地に勤務する こ とになる｡ 彼の 所属する狙撃大隊が駐屯するその地は､ ロ シ ア 国境か
ら2 マ イ ル と離れて い ない 最果て の地で ､ ウクライ ナの農民が住む土地であ っ た｡ 人 口 1
万の こ の 国境の 町で は､ 誰もが多かれ少なかれ賭博と ｢90度+ と呼ばれる土地の酒 (強
烈な火酒) に耽溺して い た｡ ロ シア 国境に近い ため､ 厳め しい 服装の ロ シ ア人将校たちが
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こち ら へ や っ て来たり､ またこ ちらから国境を越えて コ ザ ッ ク騎兵の 馬術を見物に行く こ
とも珍しくなか っ たo トロ ツ タ少尉 (カ ー ル ｡ ヨ ー ゼ フ) も しだい に ｢90度+ に親 しむ
ように な り､ 退屈な 一 日が過ぎて ゆくうちで 火酒をひ っ かけな い 日娃 一 日とて ない ほ ど
だっ たo ｢なぜ とい っ て ､ 飲んで しまえば､ 人生 はたちまち容易なも の にな っ たからで あ
る｡ おお こ の 国境の奇跡!国境は飲まない 人間の 生 を苦しい も の に した｡ しか し国境は誰
を飲まな い ままにほう っ て おい ただろうか! ? トロ ツタ少尉披､ 酔っ て しまえば､ す べ て
の同僚､ 上官､ 部下 が古くからの親友に見えた｡ こ の 小さな町も､ そこ で 生まれ育 っ たか
のように ､ 彼にと っ て親 しみ深くな っ た｡ + 7)
こ の 地方 で最も金持ちの 一 人で あ るポ ー ラ ン ド人 の 地主ホイ ニ ッ キイ伯爵披 ､ 時々 自分
の邸で パ ー テ ィ ー を催し､ 将校 たちを招待したo 彼は世の中の こ とをよく知 っ た独身の苦
労人で ､ 複雑な性格の持ち主で あ っ た ｡ 懐疑的で ､ 噺弄的で ､ 恐れを知らず､ 蹟賭しない
ホイ ニ ッキイは､ 辛凍な意見の持ち主で あ っ た｡ 彼によ ると､ 皇帝は思考力 の ない 老 い ぼ
れであり､ 政府はたわけ者の 徒党で あり､ 議会 披人 の い い ､ 悲壮な白痴の集まりであり ､
政治当局は賄賂がきき､ 卑怯で腐 っ て い たo ドイ ツ系オ ー ス トリ ア人 臥 ワ ル ツ の ダン ス
にう つ つ をぬか し､ ホイ リゲ (酒場)で歌を歌い まく っ て い るが､ ハ ン ガリ ー 人 はくきく
てたまらない ､ チ 羊 コ 人は生 まれ ながらの 靴磨きで､ ルテ ニ ア人 は覆面 の ､ い つ 裏切るか
わからない ロ シ ア 人だ､ ｢露店の 八百屋と浮浪者+ であるク ロ ア チア 人とス ロ ヴ ェ ニ ア 人
披ブラ シ製造人と栗焼きだ､ 彼自身がその 一 人で あ るポ ー ラ ン ド人 は女の機嫌ばかり取る
奴で ､ 理髪師で ､ 流行の写真屋だ､ とい う ので あ っ た｡
彼はま た次のような演説をぶ っ た｡
｢こ の 帝国は没落しなくて はな りませ ん｡ われわれ の 皇帝が目を閉じるやい なや､ われ
われ披百の部分に分 かれて しまう の で あります . バ ル カ ン 諸国はわれわれよりも強力で あ
ります｡ す べ て の民族は不潔な小国家を建設するでありま しよう､ そ して ユ ダヤ人す らも
L
がパ レス チナにおい て 国王を披露す るで ありま し よう. ウィ ー ン で はすで に民主主義者ど
もの汗がぶんぶん匂 っ て おります｡ わたしはそんなこ とをリ ン グ ｡ シ ュ トラ - セ にお い て
もはや我慢する こ とがで きない の で あります｡ 労働者どもは赤旗を持ち､ い っ こうに働 こ
うとしませ ん｡ ウィ ー ンの 市長は毒にも薬にもならぬ門番であ ります｡ 坊主 どもは すで に
民衆に つ い て おります､ 教会で 披チ ェ コ 語で説教がなされ てお りますo ブル ク劇場で は ､
ユ ダヤ人 の い やらしい作品を上演して おりますし､ 毎週の ごとくハ ン ガリ ー 人の 便器製造
者が男爵にな っ て お ります｡ よろ しい か､ 諸君､ 今に して撃たずんば､ 終わりで あ りま
す｡ われ われ 披､ それをこ れか ら体験するであ りま しよう!+ 8)
同僚たちの無関心に対して ､ トロ ツ タ少尉だけは敏感に､ 憂 い に満ちた心で ､ こ の 予言
の 暗い 重さを感じ取っ て い た｡
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ホイ ニ ッ キイ伯爵 の君軍国に対する糾弾の言葉はさらに厳しさを増 して ゆく｡
｢しか し君主国放生きながらに して崩壊 して い る の で すo それ は崩壊して い る､ もう崩
壊 して しま っ た の で す｡ 鼻風邪 の たびに危険に さらされ ､ 死 に捧げられた老人が ､ 旧い帝
位を守 っ て い る の で す ｡ まだ帝位に つ い て お られ るとい うそれ だけの奇蹟によ っ て ｡ あと
どの くらい ､ あと どの くら い も つ で し ようか ｡ 時はも はや われ われに利 あ らずです!現代
杖まず独立した民族国家を生み出そうとして い ます｡ 人々 はも はや神を信じて い な い ｡ 新
しい 宗教披ナシ ョ ナリズ ムで す｡ 諸民族はもはや教会 へ 行きませ ん｡ 彼らは民族結社 へ 行
くの で す､ 君主国は､ われわれ の君主国は､ 敬神 を､ 神が しか じかの数の キリス ト教を信
ずる民族を統治す るよう に ハ ブ ス ブルク家を選 び たもうたの だとい う信仰を基礎と して い
ます｡ われわれ の 皇帝は法王 とはこ の世に おける兄 弟なの で す ､ 皇帝は神の使徒たるオ ー
ス トリ ア ｡ ハ ン ガリ ー の 陛下 な の で す､ 彼以外の何人も､ 神の使徒で はあ りません ､ ヨ ー
ロ ッ パ の どの 帝王も ､ 彼ほ ど､ 神の 恩寵と､ 諸民族の神の 恩寵 へ の信仰に依存 して はい な
い ので す｡ ドイ ツの 皇帝は､ 神 に見捨て られて も ､ 依然と して統治します｡ 場合によ っ て
は国民の加護に よ っ て ｡ オ - ス トリア ･ )＼ン ガリ ー の 皇帝は神に見捨て られて はな らない
の で す｡ 今 しか し神は彼を見捨て たもうたの で す!+ 9)
トロ ツ タ少尉は､ ホイ ニ ッ キイ伯爵の紹介で フ ォ ン ･ タ ウス イ ヒ夫人と い う美 しい 未亡
人 と知り合い になり､ 一 緒にウィ ー ンに旅行をして楽しい ア ヴ ア ンチ エ ー ル の ひとときを
過ごす｡ フ ォ ン ･ タウスイ ヒ夫人によるトロ ツ タ少尉の品定め ｡ ｢年の わりには老 けて見
えるわ と彼女は考えた こ の人 は悲しい こ と を経験 しな がら､ その こ とで賢くはな
らなか っ たの だ｡ 情熱的に愛 してくれない が､ さりとて ま たか りそめ に愛 するこ とも しな
い だろう. こ の 人披もう不幸すぎて ､ せ い ぜい 幸福にして あげる こ としかもうで きない よ
うだわo + 1 0) 彼らがウ ィ ー ンに到着した日はち ょう ど御聖体 の祝日で ､ 荘重 で華麗な
パ レ ー ド(行列) が行われて い た｡ トロ ツ タ少尉は､ こ の華やかで優美な行列の中を威風
堂々とや っ てくる老皇帝の姿を見て｢ こ の 世界臥 君主国臥 ホイ ニ ッキイが言 っ たよう
に､ 没落などして い な い ､ 世界は無事で あるの だ､ とい う こ と を確信する｡
こ の 頃国境の 町で ､ 工 場 の 労働者たち の ス トライ キに端を発して ､ 暴動が起 こ る｡ ト
ロ ツ タ少尉は､ 狙撃兵の 小隊の指揮官として､ デモ 隊の鎮圧をしなければならなくなる｡
御聖体の祝日の壮麗な行列の 思 い 出とはうらはらに､ 世界の没落に つ い て の おぼろげな予
感が､ 少尉の 心をとらえる｡ 蓮巡する少尉の ｢撃て !+ とい う命令の もとに､ 狙撃兵と群
衆が衝突し､ その混乱 の際ト ロ ツ タ少尉は負傷して倒れ る｡
入院して ベ ッ ドに臥して い たある日､ トロ ツ タ少尉は ､ 親友の ワ グナ ー 大尉が賭博の た
めに莫大な借金を背負い込み､ 自殺をはか っ た こ と を聞かされる｡
第15単におい て ､ 凍部国境の守備隊の大演習を視察に来た老皇帝の人間的な側面が､
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生き生きと描写される｡ オ ー ス トリ ア ｡ ハ ン ガリ ー 君主国の 没落を予感 して い る老皇帝の
内面にまで 立 ち入 っ て ､ そ の 信仰と苦悩と臣民を思 い やる気持ちが端麗な筆致で描かれ
る｡
｢望遠鏡で フ ラ ン ツ ･ ヨ - ゼ フ は 一 つ 一 つ の 隊の 動きを見て い た､ 数分間彼吐彼の軍隊
に対 して誇りを感 じ､ 数分間それを失う こ とに対して遺憾の念を感じた｡ なぜ なら彼 には
もう彼の 軍隊が打ち砕かれ､ ばらばらにされ､ 彼の広大 な国家の多くの 民族の 問に割り振
られるの がわか っ て い たか らで ある. ハ ブス ブル ク家の偉大な黄金 の 太陽辻没 し､ 世界の
深淵で打ち砕かれ ､ いく つ か の 小さな太陽の 球に分かれ ､ それらはふたたび独立 の 天体と
して ､ 独立 の 諸民族を照 らさなくて はならない の だ っ た｡ わ しに支配される こ とはもはや
彼ら諸民族にはおそらくそ(tlわない こ となの だろう! と老帝は考えた. こうな っ たら仕方
がない ! とひ そ かに彼は つ け加えた｡ なぜ なら自分放オ … ス トリ ア人なの だか ら+ l l)
フ ォ ン ｡ トロ ツ タ郡長にと っ て は ､ 軍隊こ そが君主国の中で まだ信頼する こ との で きる
唯 一 の 力で あ っ た o 彼に と っ て 披たくさんの Volk (民族) はい るかも しれない が､ N a-
tio n (国民) 杖決して存在 しない の であ っ た ｡ その うえ フ ォ ン ｡ トロ ツタ郡長が最も深
('憎んで い る言葉の 一 つ が ｢少数民族+ とい う言葉で あ っ たo ｢少数民族+ な どとい う概
念は､ 彼にと っ て 披 ｢革命的分子+ の 大 きな集合体以外の何物で もなか っ た ｡ 一 方息子 の
カ ー ル ｡ ヨ - ゼ フ は､ 自分が軍隊に は向い て い ない の で はない かとい う気持ちが しだ い に
強まり､ つ い に父親宛に軍隊を去りたい旨の手紙を書く｡ それ は父親に と っ て は､ 非常な
衝撃で あ っ た ｡ おま けに息子は賭博にの めり込んで ､ ユ ダヤ人 の 金貸し商人に七千 二 百五
十ク ロ ー ネとい う大金を借金 して い て ､ そ の返済を迫られたの で あ る ｡ 父親の フ ォ ン ･ ト
ロ ツタ は息子 の 不名誉の後始末をして やるために､ 金策にかけずり回り､ あげくの 果て に
は皇帝に直接拝謁して窮状から救 っ て も らう こ とを考え る｡ 父親の 奔走は思 い も よらぬ こ
とながら効を奏し､ 彼は陛下に拝謁を許され ､ 息子 の トロ ツ タ少尉の不祥事をすべ て 好意
l
的に解決して も らう こ とに成功し､ ユ ダヤ人の金貸しも追放されて ､ もはや トロ ツ タ少尉
の件は不問に付される こ とになる｡
竜騎兵連隊の大百年祭 (創立百年祭) の祝賀祭がにぎやかに挙行されて い る最中に､ サ
ラ エ ヴオ で 王位継承者が殺されたと い う知らせ が伝わ っ て くる (1 9 1 4年6月2 8日
オ ー ス トリ ア 皇太子 フ ラ ン ツ ･ フ ェ ル ディ ナ ン トが暗殺され､ 第 一 次世界大戦の発端と
な っ た) ｡ トロ ツ タ少尉は､ かねて から決心して い た通 り､ 辞表を出して 軍隊をやめ る｡
父親は こ の 重大な危機の折に軍隊を辞めるの は脱常に等しい行為だとい さめるが ､ トロ ツ
タ少尉 の決意は固か っ たので ある｡
国境で戦闘が始まり､ 軍務から離れたトロ ツ タ少尉は､ 喉の渇 い たオ ー ス トリ ア軍の兵
士たちが水汲み場に向か っ て 土手の斜面を駆け上がる途中､ 次々と敵の騎兵の銃に倒れる
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の を目撃 して ､ 二 つ の バケツ を手 にとるや自分自ら水汲 み場 に向かうが､ コ ザ ッ ク騎兵の
銃弾に あた っ て死ぬ｡ 息子 の死 亡 の知らせ を聞い て からは､ 父親の フ ォ ン ･ トロ ツ タ郡長
も しだい に老け込んで ゆく｡ 老皇帝も亡くなり､ そ の後を追うよう に フ ォ ン ･ トロ ツ タ郡
長も静かに息を弓憎 取る . 登場人物の 一 人 ､ ドク トル ｡ ス コ ヴロ ネクが言うよう に ､ 老皇
帝フ ラ ン ツ ･ ヨ - ゼ フ も フ ォ ン ･ トロ ツ タ郡長も ､ 二 人 ともオ ー ス トリ ア より長く生き続
け る こ となく死んで い っ たの で ある｡
2 レオ ボ ル ト ｡ フ ォ ン ･ ザ ッ ハ - - マ ゾ ッ ホ
ユ ダヤ人ほ ど世界中に分散き せ られ ､ 離散させ られ た民族はな い ｡ マ ゾ ッ ホは､ ユ ダヤ
民族はヨ ー ロ ッ パ 最古の文化民族で あ る とい う｡ ユ ダヤ民族は最古の 文化民族で ある ばか
りで なく､ 今日の ヨ ー ロ ッ パ の 最高の 人倫 の段階に達した､ 最も･教養ある民族で もあ る｡
最も純粋な信仰と､ 最も優れた道徳と､ 最も穏やかな生酒風習を持ち ､ 人間の知識の あら
ゆる領域におい て最も活発な活動を唇関して きた民族で あ るo マ ゾッ ホは ､ ユ ダヤ人 の美
徳と して家族愛と､ 同情 と､ 精神と知識に対する敬意をあげて い る｡
全世界に離散しながらも､ ユ ダヤ人 は 一 つ の 民族 ､ 一 つ の 大 きな信徒会衆で あり続け
た｡ 遠い 国に住む ユ ダヤ 人も ､ 隣りに住んで い る ユ ダヤ人も ､ 全く同じように彼ら の同胞
を見る こ とに慣れて い たの で ､ 彼らは ごく自然に コ ス モ ポリタ ニ ズム の担い 手 にな っ たの
であ る o
.他の すべ て の 民族がそ の 民族的な利害に支配されて い たの に対 して ､ ユ ダヤ人 は
民族の境界や速い を嘩えて自由に人間というもの を眺め､ 自分 の こ とを ユ ダヤ民族として
串り､ 何よりも まず 一 個の人間と感 じたの で あるo (彼らは､ 普遍的 ｡ 抽象的思考の で き
る人種であ っ た｡ )
マ ゾッ ホ披 ､ その 著 『ユ ダヤ 人の 生活』 1 2) の 申で ､ ヨ - ロー ツ パ の 様々 な国々におけ
る ユ ダヤ人 の 姿を､ 一 連の 短編小説 の形 で描き出して い る . そ こ には ユ ダヤ 民族 の 文化
史､ そ の 風習､ 宗教的な教えと見解､ またイ ス ラ エ ル の 信仰と運命に結び つ い て い る年々
歳々 の祭事が描かれて い る｡
サディ ズム とい う語が フ ラ ン ス の 作家サド侯爵に由来するように､ マ ゾヒズム と いう語
はオ ー ス トリア の作家レオボ ル ト ･ フ ォ ン ･ ザ ッ ハ - - マ ゾ ッ ホ ('1 836 - 1 8 9 5)
に由来する. ドイ ツの精神医学者リ ヒヤ ル ト ･ フ ォ ン ･ ク ラ フ ト - エ ー ピ ン グ披､ 被虐的
な性的倒錯 (異性から精神的､ 肉体的に虐待される こ とに快楽を感ずる性的倒錯) を名づ
けるq)にザ ッ ハ - - マ ゾ ッ ホの恵前を用 い たが､ それは こ の作家の 小説にたびたび登場す
る人物タイ プ､ および作家自身の性生酒の中に､ 彼が分類した異常性行動の典型が現われ
て い ると考えたからで あ っ た ｡ こ うした マ ゾ ヒス ト的人物は､ ザ ッ ハ - - マ ゾ ッ ホの代表
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作 『毛皮を着たヴィ ー ナス』 の 中に主人公と して登場する ｡ 主人公ゼ ヴ エ リ ー ン は､ 美 し
いが残酷な婦人に鞭打たれ ､ さらに精神的にも虐待され る こ とによ っ て ､ かえ っ で批惚感
を味わう人物と して描かれて い るが､ こ の人物像にはず ッ ハ - - マ ゾ ッ ホ自身の自伝的要
素も組み込 まれて い る ｡
ザ ツ ハ - - マ ゾ ッ ホ の名前披､ マ ゾヒズム ある い は マ ゾヒス トとい う用語 とと 引 こ永遠
に残るこ とに な っ たが､ そ の こ と披 こ の作家に と っ て必ずしも名誉なこ と､ あ るい は正当
なこ とで 披 ない の で ある. まず第 一 に ､ 自分 の 名前が性的倒錯 の代名詞の よう に用 い られ
るの は､ 彼 の ような 一 面で きわめ て道徳主義的な傾向の強い作家に と っ て 一 種 の 恥辱で あ
るからで ある｡ 第 二 に娃､ 本来きわめて多面的な作家で あ っ たザ ッ ハ - - マ ゾ ッ ホがも っ
ぱらマ ゾ ヒズム に結びつ けられる こ とによ っ て ､ きわめて狭い 分野 の作家に限定されて し
まっ たからで あ る｡ こ の 作家に 娃 マ ゾヒズ ムとい う語と結び つ く性的倒錯の作家とい う顔
の他に､ 彼の生 まれ故郷ガリチ ア を舞台に した歴史小説家ならびに 民話作家とい う顔があ
り､ さらに は熱烈な親 ユ ダヤ派 ､ ユ ダヤ人愛好者とい う側面が備わ っ て い る ｡
レオボル ト ｡ フ ォ ン ･ ザ ッ ハ - - マ ゾ ッ ホは1 8 3 6年1月 27 日､ オ ー ス トリア帝国
の直轄領(Kr o nla nd)ガリチ ア の 首都 レ ン ベ ル クで 生まれたo (ガリチア 地方 披､ 現在の
ポ ー ラ ン ド南東部からウクライ ナの 西部に かけて の地域｡ ) レ ン ベ ル ク披現在ウクライ ナ
領に属し､ ル ヴオ フ と呼ばれて い る ｡ ガリ チア は､ 14世紀以来ポ ー ラ ン ド領 とな り､
ポ ー ラ ン ド人の貴族が土着の ル テ ニ ア 人 (ウク ライナ人 の ドイ ツ語による呼称) の農奴を
支配する体制が続 い たが ､ 1 8世紀後半に行われた 三回にわたるポ ー ラ ン ド分割に よ っ
て ､ ガリチ ア は ハ ブス ブルク家の オ ー ス トリ ア帝国が支配する こ とにな っ た｡ そ れ以後､
この地域には多数の ドイ ツ人の官僚や商人が乗り込み ､ 支配階級を形成 した. 第 一 次世界
大戦で オ ー ス トリア が敗北 し､ ハ ブス ブル ク帝国が解体されるまで ､ ガリチア はオ ー ス ト
リア 領で あ っ たが､ 1 9 19年以降ガリチ ア の 大部分は､ 多数 の ウクライ ナ人が住む東ガ
t
リチア も含めて ポ ー ラ ン ド領に組み込まれた｡ しかし､ こ の 国境に不満で あ っ たソ連は､
19 3 9年東ガリチ ア (西ウクライ ナ) を自国に併合した｡
作家の 父方 の祖父 ヨ - ハ ン ･ ネポムク ･ ザ ッ ハ - は､ ボ ヘ ミア からガリチアの地 へ や っ
て きたオ ー ス トリ ア人の 役人で あり､ 1 831年にリ ッ タ ー (騎士) という貴族の称号 を
得た｡ その息子､ すなわち作家の 父親レオボル ト ･ ザ ッ ハ - は､ 182 7年ガリチア の 小
口 シア人の 貴族で ､ レ ン ベ ルク大学学長を務めたこ との ある フ ラ ン ツ ･ フ ォ ン ･ マ ゾ ッ ホ
医学博士の娘シ ヤ ル ロ ッ テ と結婚した｡ レオボル ト ･ ザ ッ ハ - は､ その後 レ ン ベ ル ク の警
察署長として活躍した｡ 1 83 6年長男レオ ボル トが生まれると､ 家名を残 したい という
祖父 マ ゾ ッ ホ博士の希望で ､ ザ ッ ハ 一 家はザ ッ ハ - - マ ゾ ッ ホ家と改姓 し､ 生まれた長男
はレオボル ト ･ フ ォ ン ･ ザ ッ ハ - = マ ゾ ッ ホと名乗るこ とになる ｡
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ガリチ ア 披古来からいうい ろな民族が侵入 した土地で あ っ たため､ 多数を占める ル テ ニ
ア人 とポ ー ラ ン ド人以外に も､ コ サ ッ ク人､ ジプシ ー ､ ア ル メ ニ ア 人 ､ ユ ダヤ人な ど種々
雑多な民族が混任する地域とな っ た｡ 多様な民族を抱え込む多民族国家で あ っ たハ ブ ス ブ
ル ク帝国臥 超民族的な性格で際立 っ て い たが､ こ の 帝国の諸民族 の中で特異な地位を占
めて い たの が ユ ダヤ人 で あ っ たo 特異 な地位とい う の 披､ ユ ダヤ人は他の諸民族と遣 っ て
ハ ブス ブル ク帝国の中の 一 定の地域にまとま っ て 居住する こ とがなく､ 帝国内の ほとんど
至 る所に散在 して い たか らで あ る｡ ユ ダヤ人は こ の 帝国の中で ､ 他 の 民族の ように自らの
歴史 を持つ こ となく､ また国家の 母体となる べ き特定の地域を持たない がゆえに ､ 独自の
言語と独自の宗教を持 つ 民族で あ りながら､ 単 一 民族国家(N atio nalsta at)を形成する こと
なく､ い わば民族を越えた存在で あ っ た ｡ それ は諸民族の 間に住む民族と して ､ い わばコ
ス モ ポリタ ン な存在で あ っ た ｡ したが っ て ハ ブ ス ブルク帝国と い う超民族的な世界は､ ユ
ダヤ人 にと っ て は最も活動しやす い場で あ っ た ｡ ユ ダヤ人知識人 の中には､ こ の ようなイ
ン タ ー ナシ ョ ナル な性格を持 っ た､ 超民族的な活動の場で あ る ハ ブス ブル ク帝国に親愛と
愛着を覚える者も少なくなか っ たの で ある (たとえば ヨ - ゼ フ . ロ ー ト) 0
ザ ッ ハ - - マ ゾ ッ ホは ユ ダヤ人で はなか っ たが､ イ ン タ ー ナ シ ･ヨ ナル なハ ブス ブルク帝
国の性格を典型的に体現 して い る ユ ダヤ人 を擁護し､ 親愛 の 情を示 したの で あ っ た｡
ガリチア地方､ そ して その首都レ ン ベ ルク には多数の ユ ダヤ人 が住んで い たが ､ こ の町
の ユ ダヤ人の歴史披古い ｡ 1 4世紀にはすで に ユ ダヤ人街が成立して お り､ ガリチ ア で最
古の ユ ダヤ人基地も レ ン ベ ル ク にあ っ た . ポ ー ラ ン ドの 支配下にあ っ た頃から､ レ ン ベ ル
ク はル テ ニ ア地方の主席 ラ ビの居住地で あり ､ ガリチ ア の ユ ダヤ教の中心地で あ っ た ｡
オ ー ス トリア の 支配期になると､ ユ ダヤ 人哲学者モ ー ゼス ･ メ ン デル ス ゾ ー ンに端を発す
る ユ ダヤ啓蒙主義運動が流入 し､ 啓蒙派 と保守派の間で壮絶な闘い が行われた｡ 啓蒙主義
を受け入れ ､ ドイ ツ文化やポ ー ラ ン ド文化に同化した富裕な ユ ダヤ人 は､ やがて ユ ダヤ人
街 の外に住む こ とが許されるようにな っ た｡
1 9 10年には レ ン ベ ル ク の ユ ダヤ人人 口は五万七千人 で ､ 人口の 28%で あ っ たが､
学問 に熱心な ユ ダヤ人 臥 当時 の レ ン ベ ル クの弁護士の 70%､ 医者 の 6 0%を占めるま
で にな っ た o しか し第 一 次世界大戦が始まると､ ガリチ ア 地方 一 帯は戦場とな っ た . 1 9
1 4年8月には ロ シ ア軍が レ ン ベ ル クを占領し､ ユ ダヤ人か ら略奪を行 っ た の で ､ こ の 町
の ユ ダヤ人 は家も財産も捨て ､ 難民 と して 西側 へ 逃げた｡ その 後 こ の 町 に住み つ い たの
は､ 東の ロ シア方面から逃げて きたユ ダヤ人 たちで あ っ た ｡
第二 次世界大戦が勃発した1 9 3 9年に杖､ レ ン ベ ル ク は約十 一 万人 の ユ ダヤ 人人 口
(総人 口の 3 3%) を数えたが､ こ れらの人々 臥 映画 『シ ン ドラ ー の リス ト』 に描かれ
たと同じ運命 (ク ラク フ の ユ ダヤ人 たちを襲 っ たと同じ運命) に襲われて ､ レ ン ベ ル クの
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ユ ダヤ人世界はほぼ完全 に壊滅したの で ある｡
ザ ツ ハ - = マ ゾッ ホの レ ン ベ ル ク の 両親の家で 臥 主 として ポ ー ラ ン ド語､ ドイ ツ語､
フラ ン ス 語が話され て い たが ､ 母乳の 出ない 母親に代わ っ て レオボル トに乳 を与 えた乳母
がル テ ニ ア 人で あ っ たの で ､ 彼披ル テ ニ ア 語(ウク ライ ナ語) を母語と して育フ た｡ 彼は
彼女からス ラ ヴの 様々な民話を聞かせて も らい ､ それが彼の後の 文学的世界の 土壌を培 っ
たの で あるo 1 8 4 8年父が プラ ハ の 警察署長に栄転 したの を機に ､ ザ ッ ハ - = マ ゾ ッ ホ
ー 家はボ ヘ ミ ア王国の首都に移住 した｡ レオボル トは プ ラ ハ に移 っ て から初め て本格的に
ドイ ツ語 を学ぶように なり､ 成人 して からも ドイ ツ語で著作するようにな っ た｡ しか し､
彼は自分自身をドイ ツ人 と して意識する こ と披少なく､ 常にオ ー ス トリア 帝国の ス ラ ヴ人
として意識 して い た ｡
彼は生まれ故郷 の ガリチ ア を12歳の ときに離れ､ それ以後短期間の訪問を除い て ガリ
チア に長く滞在す るこ とはなか っ たが､ 彼の 魂の 中には､ 愛する乳母の 乳ととも に吸 い 込
んだガリチ ア の 自然の息吹が生きて い た. 彼はまた､ 多民族国家オ ー ス トリ アの 知識人と
して ､ プ ロ イ セ ンの偏狭なドイ ツ民族主義を嫌い ､ 多様な民族性を愛したの で ､ こ の 帝国
の超民族的な理念を最も典型的に具現して い る ユ ダヤ人 を愛 したの は当然の成り行きで
あ っ た o 彼の 中に姥少年時代に植え つ けられた ユ ダヤ人 へ の親愛の情(イ ン ドに発生 した
コ レラ がヨ ー ロ ッ パ に侵入 して広まり､ ガリチア 地方で も猫塀 をきわめたとき､ 非衛生的
なゲ ッ ト ー に住む ユ ダヤ人 をこ の 疫病から救うために､ ゲ ッ ト ー の 壁を最初に乗り越えた
医師が母方 の祖父 マ ゾ ッ ホ博士で あ っ たこ とは､ こ の 一 家の ユ ダヤ人に対 する根源的な愛
情を象徴する出来事で ある) が､ 生涯変わるこ となく生き続け､ 彼はガリチア の 民話的世
界､ 農民的世界ととも に ､ 東欧の ユ ダヤ人の世界を生き生きと細やかな筆致で 綴 っ たの で
ある｡
『 ユ ダヤ人の生活』 に描かれた世界は､ あまりに も健全で家庭的で あ っ て ､ ほとん ど牧
l
歌の ような平和に満ちて い る. たとえばヨ - ゼ フ ･ ロ ー トの 描く束方 ユ ダヤ人の姿に臥
著者の限りない共感の念と同時に ､ 彼らの宗教的蒙昧きと経済的怠慢に対する仮借ない批
判の眼も向けられ て い るの で ある ｡ ザ ッ ハ - - マ ゾ ッ ホ の セ ン チメ ンタル化され､ ロ マ ン
化された ユ ダヤ人 の世界は､ あまりに明るく牧歌的なもの で あるかもしれな い が､ こ れは
もちろんザ ッ ハ - = マ ゾ ッ ホが､ ハ イ ネやカフ カな どの ユ ダヤ人作家の ような ｢ユ ダヤ人
の自己憎悪+ から免れた非 ユ ダヤ知識人で あるこ とに基因するもの で あろう｡ しか しこ こ
で強調してお かねばならない の は､ 彼が屈折の な い 肯定的な色調で描く ユ ダヤ人の 風習と
日常生活は､ すで に ｢失われ た世界+ で あり､ 西欧人にと っ て も異質で エ キゾチ ッ クな世
界で あ っ たとい う串である. ナチス の ホ ロ コ ー ス トによ っ て ヨ ー ロ ッ パ の ユ ダヤ人世界そ
の もの が壊滅したこ とにより､ それ は二 重の 意味で ｢失われた世界+ なので ある｡
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註1)
2)
3)
4)
5)
6)
7)
8)
9)
10)
l l)
1 2)
平田達治編 『ウィ ー ン ､ 選 ばれ た故郷』 (高科書店､ 1 9 95年) ､ 51 - 5 2
頁参照 ｡
同書､ 1 1 3頁参照 ｡
ヨ - ゼ フ ･ ロ ー ト著 『放浪の ユ ダヤ人』 (平田 ･ 吉田訳) (法政大学出版局､ 1
9 8 5 年) ､ 4 4頁参照 ｡
同書､ 4 5貞参照｡
筑摩世界文学大系6 3『ホ - フ マ ン ス タ ー ル/ロ ー ト』 (筑摩書房､ 19 7 4
年) ､ 4 08頁参照｡
同書､ 4 08貞参照｡
同書､ 2 79頁｡
同書､ 2 60貞｡
同書､ 2 7 6貞｡
同書､ 29 3頁｡
同書､ 3 1 5頁｡
L ･ Ⅴ ･ ザ ツ ハ - = マ ゾ ッ ホ 『ユ ダヤ人 の生活 - マ ゾ ッ ホ短編小説集 - 』 (中滞
英雄訳) (柏書房､ 1 9 9 4年) 参照｡ こ の項 の記述は ､ 同書の解説に多くを負う
て い る｡
1 2 4
